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雛鳥は王子の手の中で囀る
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　雨降りは好きだ。芦田あしだ茉莉奈まりなは小雨の降る中、真っ赤なポンチョレインコートに透明のビニール傘を差して歩いていた。

　休日が雨になると、わざわざこうして雨具を身につけて外に出る。さすがに暴雨風のときは避けるが、しとしと降る五月の雨は好きなのだ。

　歩くと小さな水たまりから飛沫が上がる。茉莉香の足元は一見するとモスグリーンのカジュアルブーツだが、長靴としての機能を兼ね備えたお気に入りだ。

　傘に付く水滴を見上げ、それが大きな固まりになって流れていくのを楽しむ。ビニールに当たる雨音も好きだ。一定のようでいて不規則で、木々の下に入ればそれはもっと楽しくなる。二十四歳にもなってまるで子供みたいだと自分でも思う。休日の過ごし方は自由だけれど、雨を楽しむ為に外に出る人間は希まれだろう。

　茉莉奈の足は自然と近くの大きな公園に向かっていた。鯉のいる池があり遊歩道にはかわいいベンチが並ぶ。雨の日でも晴れの日でも茉莉奈は好きだった。

「雨だと、人が少ないよね」

　呟きながら公園内に足を踏み入れる。周りに誰もいないのをいいことに、ちょっとスキップなんてしてみた。なんだか楽しい。

　雨の中を楽しい気分で歩いていると、先にあるベンチに人影が見えた。まるで天気など関係ないかのように、全身で雨に当たっている。

（あの人、傘も差さないで座ってる。濡れるのに……大丈夫かな？）

　近づくにつれてその人が気になっていく。普通なら通り過ぎるところだったが、茉莉奈は足を止めた。

「綺麗……」

　心の声が思わず口から出てしまった。

　ベンチに座るのは金髪碧眼の男性で、ライトグレーの上質なスーツを身につけ、見た目にもそれが濡れているのが分かる。だが茉莉奈が気になったのは、その悲しそうな顔だった。

（もしかして、泣いてる？）

　金色の髪は小雨に煙り、キラキラと輝いて見えた。雨なのになぜ、と思った茉莉奈は空を見上げる。雨は降り続いているが、そこだけに雲の切れ間が生まれ陽の光が差していたのだ。

「天使の、階段だ」

　小さい頃、雲の切れ間から光の柱が地上へ降り注ぐ様をそう呼ぶのだと、母に教えられた。写真やテレビなどで目にしたことはあったが、まさかこの公園で見られるとは思っていなかった。

　髪が光を反射させて煌めき、青い瞳が空を見上げている。瞳を縁取るのは長い金の睫毛で、真っ白な頬には雨粒が輝いていた。

　だが茉莉奈は気付く。頬に流れているのは雨水ではなく涙であると。

（この人、やっぱり泣いてる）
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　そう思った茉莉奈は後先など考えずに近づきビニール傘をその男性にかざし、もう片方の手でポンチョのポケットからピンクのハンカチを取り出した。

「あの、これ……使って下さい」

　どこか遠くを見ていた男性の視線が、スッと茉莉奈に向けられる。吸い込まれそうなマリンブルーだった。

「雨、まだ降るみたいですし。どうぞ」

　男性は茉莉奈の差し出したハンカチを手にする様子はない。一度出したのを引っ込めるのは忍びなくて、茉莉奈はハンカチを男性の膝の上へそっと置いた。

「私、これを着ているので、傘はなくても大丈夫ですから」

　茉莉奈は自分の腕を横へ伸ばし、ポンチョを広げて見せた。傘も受け取らないかと思ったが、ぎこちなくゆっくりした動作で男性の右手が上がる。茉莉奈はその手に傘のシャフトを近づけた。

「これ以上濡れたら、本当に風邪を引きますよ」

　男性の目は確かに茉莉奈を見ているのに、どこか生気がないように思える。男性の手に触り、傘のシャフトをしっかりと握らせた。冷えた指先にドキッとしたが、そんな動揺を気取らせず、茉莉奈は一歩後ろへ下がる。

「じゃあ、私は行きますね」

　にっこり微笑み丁寧にお辞儀をし、フードを目深に被る。心臓がドキドキと早鐘を打っていた。自分でも大胆な行動だったな、と歩き出してからそう思う。もしかして日本語が分からなかったのかな、と今さらそんな考えに至った。

（私の言葉、通じてなかったかも）

　それであの微妙な反応だったのだろうか。なににしても、雨に打たれ続けていいはずがない。だから自分の行動は間違っていない、と結論づけて家へと帰った。
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　黒髪に眼鏡。額は前髪で隠し、胸元まである髪は二本のおさげ髪に結っている。色白で華奢な印象の茉莉奈は、一般的に見ても大人しくてあまり存在感を誇示しない方だ。それは会社でも同じで、ひたすらパソコンに向かって仕事をこなし、席を立つのはお手洗いのときくらい。隣の同僚とはそれほどお喋りもしないし、昼休みも物静かに自前のお弁当を広げる。

　茉莉奈の勤める宮崎株式会社はベビー用品を扱う中小企業で、社員数は三十人ほどだ。そう大きくはない会社なので、社員の顔と名前はほぼ把握していた。ここに勤める人達はみんないい人で、パワハラやモラハラ、虐めなどとは無縁だ。それについてはいいところに就職できたなと思っている。

　この会社の女子社員はきっちりと揃いの制服を着ている。タイトスカートにブラウス、そしてベストという格好だ。会社までは私服だが、茉莉奈は大抵いつも同じような服装で通勤している。白のブラウスに薄柿色のカーディガンとグレーのフレアスカート。どう見てもおばあちゃんファッションである。もっと若々しい色を取り込んでみたいとも思うが、カラフルな色の洋服を身につける勇気がなかった。自分には似合わないから、といい訳をして敬遠してしまう。

　茉莉奈の存在感が薄いのは社風ばかりが原因ではなかった。口下手なので、同年代の女性との会話についていけない。さらに言えば、ファッションやメイクなどにあまり興味がないし、好きなアイドルや合コンなどの話には参加できないのだ。おのずと存在感が薄くなるのは当然である。

（明るくて積極的で、もっと快活な性格だったらよかったのに）

　同僚を見ているといつもそう思う。趣味らしい趣味もなく、休日の雨の日に公園へ出かけてしまうような茉莉奈に、誰が共感するだろうか。

　この会社の女子社員は、みな一様にオシャレに関して敏感である。そして昼休みの休憩室は女性の黄色い声で埋め尽くされ、今日もそうだった。

「ねえねえ、芦田さんは休日ってなにしてる？　キャンプとか興味ない？　今の時期ってすごく過ごしやすいから、みんなで行ってみたいねって話してたの」

「あ、私は……キャンプとかはちょっと……」

「そっかぁ。なっちゃんがイケメンを連れてくるっていうからさ」

「イケメンって本当にイケメンなの？」

　茉莉奈の隣に座る同僚が間髪入れず突っ込んでくる。

「本当だって！　桃瀬ももせ啓吾けいご似の子なんだって！」

「うっそ、絶対うそだ～！　だって桃瀬くんでしょ？　ないわ～。だってあんなイケメン世界に二人といないでしょうよ」

「だから桃瀬啓吾似だってば！」

　茉莉奈を挟んで両側の女性たちがキャッキャと騒ぐ。

　狭い休憩室には長テーブル二台が中央に寄せて置かれてあり、それを囲むようにシンクや冷蔵庫、小さな食器棚が並んでいる。

　そのテーブルに茉莉奈を挟んで同僚が二人、両サイドに座っていた。向かい側でコンビニ弁当を食べている二人の女性も、桃瀬啓吾に似ているという男性の話題に興味津々のようだ。

（桃瀬啓吾？　誰？）

　飛び交う人の名前が分からない。家ではほとんどテレビを見ないし、ニュースは新聞で読む。二十四歳の女性が朝のコーヒーを楽しみながら朝刊を……なんて、おそらく少数派だと思う。出勤前は、身だしなみを整えるのに時間を取られる人が多いはずだ。

　茉莉奈はお弁当を食べ終えると、そっと手を合わせてごちそうさまでした、と呟く。お弁当箱を丁寧に包んでお茶をひと口飲む。そして手元のスマホで桃瀬啓吾と名前を入れ、検索してみた。

（わあ、確かにイケメンだ）

　目の前で楽しそうに話す彼女達を、茉莉奈は微笑ましい視線で見つめていた。

　でもイケメンなら……と、公園で出会った金髪碧眼の、人形のような美しい外国人の男性を思い出してしまう。もう二度とは出会わないであろう人だが、鮮明な記憶として残っていた。

（あの日、どうして私あんなに大胆な行動に出たんだろう）

　英語なんて話せないし、コミュニケーション能力に長けているわけでもない。それが自分から異国の人に近づいて、傘とハンカチを渡すなど人生で初めてだった。もう一度同じようにしようと思っても、きっと無理だろう。

　楽しい話をしている休憩室の中で、茉莉奈は一人違うことに考えを巡らせてその場を楽しんでいた。






　穏やかでなんの変化もない茉莉奈の生活に、ある日、異変が起きた。一緒に住んでいる母親が倒れたのだ。母と娘二人暮らしで他に身内はいない。もともと心臓の弱かった母だったが、持病が悪化したのだ。

「すみません、母が倒れて……」

　午後の仕事が始まってすぐ、茉莉奈のスマホに着信があった。青ざめた顔で所長に申し出ると、茉莉奈よりも周囲が慌てた。同僚の女性社員のみんなが仕事のサポートをすると言ってくれて、呼ばれたタクシーに乗せられ送り出される。車の後部座席で鞄を握り締めたまま、茉莉奈の手は小さく震えていた。

　病院に到着すると、受付で教えてもらった病室へ急ぎ足で向かう。

「お母さん……」

　病室に入りカーテンを少し開けて顔を覗かせると、ベッドで横になっている母が目を開いた。

「茉莉奈……ああ、やっぱり連絡が行ったのね」

「当たり前でしょ……。もう、心配したよ。本当に……」

　ベッド脇の椅子を引き寄せて座る。すぐ脇に点滴スタンドに吊された輸液ボトルが目に入るが、母は思いのほか元気な様子だった。そのことにホッとする。

「ごめんね。ちょっと無理しちゃって。アパートの前の花壇がね、誰かに荒らされてたの。みんなで住んでいるし、そのままにしておけなくて」

「そんなの、お母さんがする仕事じゃないでしょ」

「でも、目に付いちゃったから」

　人のよさは昔から変わらない。体が丈夫ではないのに、思い立ったら後先など考えず行動してしまう。そんな積極的な性格は、不幸にも茉莉奈に遺伝はしなかった。

「アパートの大家さんが近くにいるんだから、そういうときは声をかけてやってもらえばいいじゃない。無理してお母さんが倒れたら……意味がないわ」

　話しているうちに涙声になった。二人きりの家族なのだから、大事にして欲しいと思う。

「ごめんね、茉莉奈」

　毛布の中から母の手が伸びる。茉莉奈はそれをそっと握った。ヒンヤリとして骨張った母の手を、飽きずにずっと撫でていた。

　父は茉莉奈が五歳のときに家を出ていった。それ以来、母と娘の二人暮らしだ。両親は共に、千葉にある施設の出身で、もともと身寄りがなかった。そんな二人が肩を寄せ合い暮らしているうちに、茉莉奈が生まれた。それなのに父は、茉莉奈たちを置いて姿を消してしまったのだ。

　今なら父が他の女性の元へ行ったのだと理解できるが、子供の頃はそれが分からずに母を問い詰め、困らせてばかりだったのを覚えている。

　心臓の悪い母と娘を置いてどこかへ行った父を、思春期の頃の茉莉奈は憎んだりもした。

　だが今はもう、そんな気持ちはない。見つけ出して問い詰めたいと考えた時期もあったが、病弱な母を一人残して探しに行きたいとは思わなくなったのだ。母と二人で静かに暮らしていければいい、茉莉奈はそう願っている。

　だからこんな風に母が倒れたと聞くと、とても恐ろしくなる。二人だけの家族なのに、母がいなくなれば茉莉奈は一人きりだ。それはさすがに堪える。

「お願い、お母さん。私を一人にするのだけはやめて」

　母の手をギュッと握る。いつの間にか母は眠っていた。娘の顔を見たからか、とても穏やかな表情をしている。その様子に茉莉奈もホッと息を吐く。すると静かにカーテンが開き、その間から看護師が顔を覗かせた。

「芦田さんの娘さんですよね？　ちょっとよろしいですか？」

　そう声をかけられて、茉莉奈は廊下に出る。主治医から母についての説明があると言われた。今までも何度か倒れたことはあったが、こんな風に個別で母の病状について説明をされるのは初めてだ。

　案内された部屋へ緊張しながら入る。小さな応接セットがあり、そこに主治医の南先生が座っていた。

「芦田さん、お母さんの病状についてお話があります」

　そう切り出されておのずと心拍数が上がる。南先生はいくつかの資料を持ってきていて、母の病気について詳しく説明してくれた。

「お母さんの心臓はもう限界で、もう一度発作が起きたら、命の保証は難しいかもしれません」

「…………っ！」

　茉莉奈は息を呑んだ。母の病気に関して記載された冊子を見つめながら、頭の中はパニックになっていた。南先生が順序立ててゆっくりと説明してくれるのに、ほとんどなにも頭に入ってこない。

「とてもつらい選択になると思います。今後の治療をどうするか、お母さんと考えて下さい」

　詳細が記載された紙をもらい、茉莉奈はもう一度、母の眠る病室へ戻った。穏やかな顔の母を見ると、病気など本当は嘘なのではないかと思えてくる。茉莉奈は不安げに溜め息を吐き、油断をすれば涙があふれそうになるのを必死に我慢した。

　しばらく母の寝顔を見ていた茉莉奈は、後ろ髪を引かれる思いで立ち上がり、そのまま病院をあとにする。

　南先生からもらった資料には心臓のイラストが載っていて、病名やどうしてそのような現象が起こるのか詳しく書いてある。そして最後のページには、心臓移植についての説明が記されてあった。

「心臓……移植」

　母の心臓は何度も発作を繰り返していて、次に起これば耐える余力はない。残る道は心臓移植しかないと宣告された。それには最低でも二〇〇万という莫大な費用がかかる。その金額についても医師から説明があった。しかし支払い能力があるのは茉莉奈一人だ。貯金もなければ、借りられるような当てもない。そして費用を短期間で工面するなんて茉莉奈には無理だ。

「お母さん……」

　今から茉莉奈にできるのは、少しでも移植費を稼ぐ、それしかなかった。だが今の仕事だけでは生活するのが精一杯だ。副業を認められていなかったが、茉莉奈は夜にもう一つ仕事をすると決めた。

　水商売が手っ取り早いだろうが、とても茉莉奈に務まりそうにない。だから深夜の工場でライン作業の仕事を始めることにした。昼の勤務が終わり、十九時から二十四時まで約五時間だ。夜間手当が付くので多少はよかった。

　こんな僅かな稼ぎで、いつになればお金が貯まるのか。それまで母の心臓が持ちこたえられるのか。不安ばかりが茉莉奈を追い詰める。今出来ることをするしかない。茉莉奈は自分の体に鞭を打って仕事に励んだ。

　昼も夜も必死に働いて、いつの間にか一ヶ月が過ぎていた。母は病状が少し落ち着いたのでなんとか退院し、自宅での療養に切り替えられた。入院が長引けばその間の費用もかかるので助かる。だが茉莉奈の見ていないところでまた無理をしないかと心配もあった。

「茉莉奈。あなた夜も仕事をしているの？　母さんのことはもういいから……」

　そんなに頑張らないで、と言われた夜、茉莉奈は自分の無力さに落ち込み、布団の中で一人で泣いた。母を責める言葉は浮かばなかった。もどかしい気持ちを全部ぶつけたいけれど、それを押し殺してやりきれない思いでまた仕事に出る。

　終わりのない真っ暗なトンネルを歩いているような気持ちだった。寝食を忘れてひたすら働く。気付けばいつも履いているスカートのウエストが緩くなっていた。

「あれ、私、痩せた……？」

　更衣室のロッカー前でそう呟いた。だがそこでのんびりとしている時間はない。このあとも仕事があるのだ。

　茉莉奈は休憩もそこそこに、さっさと着替えて会社を出た。歩きながらバッグの中に入れておいた栄養補助食品を探す。しかしどんなに探っても見つからない。どうやら今日は持ってくるのを忘れたようだった。コンビニに寄って夕食を買っている時間もない。茉莉奈はしかたなく店を横目に駅へと走る。

（近道をしよう）

　夕食を買わないときは公園を抜けるルートを使っていた。信号を一つスルーできるので便利だ。早足で歩きながら公園へ入る。薄暗い公園内は背の高い木々が空を覆う。だが手入れはされているので鬱蒼とはしていない。それでもどことなく不気味なのには変わりなかった。

（急がなくちゃ……）

　早足から駆け足になったとき、ふっと一瞬、目の前の景色が揺れた。ゆらゆらと平衡感覚がなくなり、貧血のような症状が茉莉奈を襲う。

（お腹が減ってるから、かな）

　茉莉奈は足を止める。しかしその場に立っていられずに足元をふらつかせた。急速に目の前が暗くなっていく。おかしい、そう思ったけれど間に合わなくて、目の前はあっという間にブラックアウトしてしまった。







◆　　　◇　　　◆








　暖かくてふわふわしていてとても心地いい。おまけにいい香りが漂ってきて、茉莉奈の本能が刺激されていた。

（なんだろう……すごくおいしそうな、匂いが……）

　ゆっくりと意識が浮上し、茉莉奈は目を開ける。ぼやけた視界に見知らぬ天井が映り、茉莉奈は何度か瞬きをした。

（ここ、どこ？）

　天井はオフホワイトで蔦や花の細かな模様が施されてある。日本の家屋のような平坦な天井ではなかった。少し丸みを帯びた美しい天井。茉莉奈の知っている知識で表現するならば宮殿という言葉が適切だろうか。

　そろりと視線を巡らせ、光の差し込む窓を見る。縦長の大きな窓には真っ白なバルーンカーテンが下がっていた。

（夢？）

　目の前の景色が現実なのか夢なのか、それすらも分からない。徐々に目が覚めてきた茉莉奈はベッドの上で静かに起き上がる。

　布団は軽くて掛けていないような感じなのに温かい。三十畳ほどはあろうかという空間は、まさにお姫様の部屋のようだ。自分がどうなっているのかまだ把握できていない。

（え？　私……夜のバイトに行こうと思って、公園を抜けてそれで……）

　思い出そうとするが、どうも頭がぼんやりする。そして部屋に漂うチーズの香りに腹がぐうっと鳴き声を上げた。

（この匂いはどこからするんだろう）

　自分が今どこにいるのかを考える方が重要なのに、茉莉奈はチーズの香りに誘われていた。ようやく周囲を冷静に見渡せるようになったとき、部屋の奥にある白い扉が開く。

「ああ、目が覚めた？　ただの貧血でよかった」

　入って来たのは金髪碧眼の王子様のような装いをした男性だった。整った容姿とそれを包むのは真っ白なスーツだ。黒いシャツとシルバーのネクタイが、さらに上品さを演出している。

（あ、やっぱり夢だわ……）

　現実世界にこんな王子様がいるわけがない。茉莉奈は咄嗟にそう思う。その王子がトレイを手に持ち、茉莉奈の方へ近づいてきた。

「熱があるのか？　顔が赤い」

　トレイを脇のテーブルに置いた王子がベッドの上に腰を下ろす。間近で見ると白皙の肌は透き通っており、精巧に作られた人形のようだ。顔のパーツは黄金比率に近い感じで配置され、長い金色の睫毛はマリンブルーの瞳を囲っている。その目が茉莉奈を見つめ、少し心配そうな顔をしていた。

「俺の声は聞こえてるか？」

　差し出された手が茉莉奈の手に触れた。少し冷たくて、だけど触られている感触があった。茉莉奈は相変わらず、ぽかんと目の前の王子様を見つめるばかりだ。

　彼の周りの空気がキラキラしている。実際にそう見えるのではないが、形容するには相応しい言葉だと思った。温かくて繊細で、包み込むようなオーラにのまれてしまう。

「手は少し熱いな。俺の主治医に診察してもらったんだ。そしたら貧血と過労と寝不足だって言われたよ。君、ちょっと細すぎるから」

「あ、あの……」

「あ、しゃべった」

　心配顔の王子様がふわっと微笑んだ。なんて美しいのだろう、と茉莉奈はまるで彫刻のように綺麗なその人を見つめる。そしてこれが唐突に夢ではないと気付いた。それは自分の腹の虫が再び鳴いたからだ。夢ならこんなに腹が減るのはおかしい。

「あはは、やはり腹が減ってるんだな。そうだろうな。消化がいいものを食べさせてって主治医が言うから、ドリアを作ってもらったんだ。食べられる？」

　テーブルの上に置いたトレイに、その王子様が手を伸ばそうとする。

「これ、現実なんですね……」

「え？　まさか今までずっと夢だと思ってた？」

　茉莉奈はこくりと小さく頷く。驚いた彼はきょとんと目を丸くした。

「ぷっ……」

　吹き出したのは王子様だ。肩を揺らして口を手の甲で押さえ、茉莉奈に見えないよう顔を背けた。しかしその背中は小刻みに揺れている。

（うわぁ……これ夢じゃない！　本物の王子様が！　じゃ、なくっ！）

　これが夢でなければなぜ自分はここにいるのだろうか。茉莉奈の頭の中は疑問だらけである。見た目が王子様のどう考えても外国人だ。さらにいえば彼の顔には覚えがあった。

（あのときの人……だよね？）

　見間違いでなければ、かなり前に公園のベンチに座っていた男性だ。茉莉奈は傘とハンカチを貸した。あのときも綺麗な人だなと目を奪われた記憶がある。その人とそっくりな人が目の前にいるものだから、余計に夢だと勘違いをした。

「俺が君を抱き上げたとき、お腹が減ったって呟いたんだよ。空腹で行き倒れている女の子を見つけたのは初めてだったから驚いたよ」

「そうだったんですか……。それは本当に、ご迷惑をおかけしました。それであの、えっと、どうして私はここにいるんですか？　ここはどこですか？　あなたは、どなたでしょうか……？」

　夢じゃないと分かると急に怖くなってくる。現実が一気に茉莉奈に押し寄せてきた。

「あ、そうか。俺はまだ自己紹介をしてなかったな」

　そう言った王子様がスッと立ち上がる。そして茉莉奈の方を振り向き、指先を綺麗に揃えた左手を、胸の前に当てて軽く頭を下げた。

「俺はクラレンス・シェルウッド。二十八歳で、一応モデル兼デザイナーをしている。ここは俺の自宅。そしてこの部屋は客間だ。君が公園で倒れているのを見つけて連れて帰ってきた。ちょうどうちの主治医と一緒だったのでね」

「クラレンス・シェルウッドさん……日本語、お上手なんですね」

「ああ、うん。俺の両親が親日家でね、小さい頃から周りに日本語があったんだ。イギリスと日本を行ったり来たりしていたし、その影響で今は英語と同じくらい日本語を話せるよ」

「すごい……」

　あまりに流暢に日本語を話すので驚いてしまう。自己紹介を終えたクラレンスが、再びベッドに腰かけた。

「それで、今度は君が自己紹介をしてくれるかな？」

「あ、はい。あの、私は芦田茉莉奈です。二十四歳で普通のＯＬ、です……」

「そうか。ＯＬさんなのか。でもどうして公園で行き倒れていたんだ？　まさかこの現代の日本で行き倒れの女の子と出会うなんて初めてだ。一体なにがあったの？」

　クラレンスにそう言われて、茉莉奈はサッと顔を青くした。夜間の仕事に向かう途中だったのをようやく思い出したのだ。

「あ、私……、私仕事に行かなくちゃ……」

　真っ青になってベッドから出ようとすると、クラレンスが慌てて茉莉奈の腕を掴んで止める。

「ちょっとちょっと、まだ無理だから！　茉莉奈、君は自分の状況を分かっているのか？」

「へ……？」

「栄養失調、過労、不眠、貧血……さっきも言ったけど、とても普通じゃない。そんな状態で帰せるわけがないだろう。あまり状態がひどいようなら病院に連れて行こうかと思ったよ」

　クラレンスに腕を掴まれているだけで、茉莉奈は抵抗すらできなかった。体に力が入らないのだ。

「だって……私、仕事をしないとだめなんです。今からでも無断欠勤したのを謝れば、まだ間に合うかもしれな……っ」

「だめだ！」

　否と言わさないようなクラレンスの声に、茉莉奈はビクッと肩を震わせた。彼の顔を見ると、さっきまでのにこやかな笑みは消えている。クラレンスの真剣な眼差しに戸惑った。

「そんな体ではまともに歩くことさえできないよ。とにかく水分を取って食事だ」

　クラレンスに言われた途端、茉莉奈の腹が再びくぅ～と鳴った。

「あっ」

「ほらね」

　恥ずかしくて死にそうだった。顔が熱くなり、穴があったら入りたい気持ちである。茉莉奈が自分の顔を両手で覆い言葉をなくしていると、ベッドの上に猫足の小さなテーブルが置かれた。そこには白くて丸い陶器の器に、チーズがたっぷりのドリアがある。おいしそうな香りがふわっと漂ってきて、茉莉奈の腹はますます空腹を訴えた。

「冷めないうちに食べて」

「あの……すみません。ありがとうございます」

　まだお礼も言っていなかった。茉莉奈は小さく頭を下げて、クラレンスから渡されたスプーンを受け取る。カリカリのチーズにスプーンをざくりと突き刺す。その切れ目から白い湯気が立ち上った。ホワイトソースのいい香りが、口の中の涎を誘う。

「……いただきます」

　掬い取ってひとくち食べる。適度な塩気とバターの味が舌に染みてたまらなく食欲を刺激した。ひとくち、またひとくち食べ進めると、栄養がものすごい速度で体に染みこんでいくのが分かる。まともに食事をしたのはいつだったか。

「は、ふ……はっ、ふ～っふっ」

　茉莉奈は熱々のドリアを夢中になって食べていた。その食べっぷりをクラレンスに見られているのさえ気にならないほどに。

「おいしい？」

「はい……おいしい、です。すご、すごく……おいし、ふっ……う、ううっ……」

　食べながら涙があふれ出るのを止められない。手の甲で目元を拭い、ひとくち食べる。また涙を拭い口を動かした。

「泣くほどおいしいのか？　ゆっくり食べればいい」

「はい、ありがとう、ございます。私、ずっと、ちゃんとしたご飯を食べていなくて、これすごく、おいしいです……」

　泣くのか食べるのかはっきりしないまま、茉莉奈は出されたドリアを全て綺麗に平らげた。体が温まり、満腹になる感覚は久しぶりだった。完食するとクラレンスが紅茶を持ってきてくれた。甘めに作ってあるそれを飲み、茉莉奈はまた泣きそうになった。

「目の周りが真っ赤だ。あ、擦らないで」

　恥ずかしくて目元に触ろうとした手を止められた。クラレンスに触られるたびにドキドキしてしまう。きっと普通の女性はみんなそうなるだろう。

（やっぱり人形みたいに綺麗な人だ）

　茉莉奈はあの公園で会ったときと同じ感想を持った。雨の日の公園で会ったのが茉莉奈だと、クラレンスは気付いていないようだ。

　ちょっと待ってて、と言い残したクラレンスが部屋を出て行った。しかしすぐに戻ってきて、茉莉奈になにかを渡してくる。

「これ、……？」

「うん、使えるかなと思って」

　ハンカチに包まれたなにかを手渡される。それは冷たくて目元を冷やすのにちょうどいい大きさだ。中を見ると、シロクマの形をした保冷剤が挟まれていた。

「あ、ありがとうございます」

　嬉しくてまた泣いてしまいそうだ。冷やすそばから泣いていたら意味がない。しかしこんな豪華な屋敷に似つかわしくない保冷剤である。

「それで私は、ここでどのくらい眠っていたんですか？　外はもう明るいし……」

　ようやく落ち着いた茉莉奈はクラレンスに問う。夜間の仕事は無断欠勤をしたので首だろう。昼の仕事はなんとかなるだろうが、母に連絡をしなければ心配しているはずだ。

「ねえ、茉莉奈。君はどうしてそんなに仕事をするんだ？　まだ若いのに借金でもある？」

　茉莉奈が聞いた質問はさらっとスルーされてしまった。

「借金といえばそうなるかもしれませんが、母の心臓が悪くて、その手術費が必要なんです」

　茉莉奈は母の心臓移植に大金が必要だと話した。早く手術費を用意しなければ母の命は消えてしまう。父がいなくなり母まで亡くなれば、家族と呼べる人間は身近にいなくなる。そうしたら茉莉奈はひとりぼっちだ。それはあまりにも寂しく、孤独でつらいものだった。

「臓器ネットに登録はしていますけど、運よく見つかっても手術費がなければ、移植はできませんから」

　目元を押さえていた茉莉奈は、俯いていた視線を上げた。

「母に連絡をしたいので、私のスマホを……」

「お金がいるの？」

　クラレンスとの会話が噛み合わない。ここに来てどのくらい経ったのか、茉莉奈の私物はどこにあるのか。そろそろ不安を感じ始めていた。

「お金はいりますけど、今は早く母に連絡をしたいので……」

　落ち着かない茉莉奈は、一向に教えてくれないクラレンスに業を煮やしベッドから降りようとした。しかしそれを阻んだのはクラレンスだ。

「そのお金、俺が用意してもいいよ」

「…………」

　なにを言っているのか分からず、クラレンスの顔を見つめたまま茉莉奈は固まった。

（え？　聞き間違い？　今日初めて会った私に、お金を……出す？　もしかして必要な金額が数万円くらいだと思ってる？）

　クラレンスの顔は冗談を言っているようには見えなかった。茉莉奈はそれでも、クラレンスの言葉をすぐには飲み込めない。二人の間に微妙な沈黙が落ちた。

「茉莉奈、聞こえてる？　俺がそのお金を出す。だから茉莉奈は三食ちゃんとご飯を食べて、あと五キロは太らないと……」

「あのっ！　見ず知らずの方に出してもらえるほど、安い金額じゃないんです。だから……」

「いくらかかるの？」

　茉莉奈の言葉を遮るように再び質問される。

「主治医からは……二百万位はかかると聞いています。それでも安いと言われたので、最終的にどのくらいまで増えるのかは……」

　諦めたような表情で微笑んだ茉莉奈は、分かったでしょう？　というように、今度こそベッドから降りようとした。しかしまたしてもそれを止められる。

「それだけあればいいの？　お金があれば茉莉奈のママは手術ができるのか？」

「あ、え、ええ……そう、ですけど」

「そのくらいなら問題ないよ」

　プリンスの微笑みを浮かべたクラレンスが、浮かれた様子で茉莉奈の手を取った。なぜだか満足げで、茉莉奈は面食らう。

「も、問題ない、とかそういう話ではなく……私はクラレンスさんにお、金を出してもらう理由がないですからっ。だって初めて……」

　初めて会ったのに、と言おうとしたが、握られている手に力を込められて言葉を飲んだ。

「なにも無条件で費用を出すとは言っていないよ。こちらの条件が呑めるなら、全ての費用を負担してもいいと思ってるんだ」

　信じられない申し出だった。お互いに素性の分からない身なのに、茉莉奈になぜそこまでしてくれるのか不明である。

（私にできることなんてあるの？）

　もしかして騙されているのだろうかと、そんな目でクラレンスを見つめた。だが彼はなぜか嬉しそうな顔をしていて、茉莉奈からはＯＫの返事しか出ないだろうと期待しているようだ。

「その、条件というのは……？」

　茉莉奈にはクラレンスの条件を満たせないだろうと思い、恐る恐る聞いてみた。するとクラレンスの瞳に、パッと喜びの光が見える。

「簡単な条件だよ。俺が立ち上げるプライベートブランドのイメージモデルになって欲しいって、それだけだ」

　全く意味が分からなかった。ブランドモデルなど、今の茉莉奈を見てなぜできると思ったのだろうか。過労と睡眠不足で体重は減り、きっと目の下には隈ができているだろう。そうでなくても見た目に華はないし、存在感は普通の人より薄い。そんな茉莉奈には、あまりにも不相応な条件だった。

「それだけって……そんなの私にはできません！　だって……」

「簡単にできないというのだな。茉莉奈はママを救いたい一心で、そんなになるまで仕事をしていたんだろう？　なら俺の条件を呑んだ方が楽じゃないか？」

　クラレンスは簡単に言う。

「楽……って、そんな……」

　茉莉奈一人で手術費用を貯めるのも、イメージモデルになるのも、どちらもかなり難しい。だが現実的に可能性があるとすればどちらか、と考えたとき、やはりクラレンスの条件だろう。

（私がどれだけ頑張っても、短期間で手術費を捻出するなんて難しい……）

　茉莉奈にモデルが務まるかは分からない。しかし少しでも母親を助けられる確率が高いのは、クラレンスの方である。

「あの、今すぐに、返事をしないとダメですか？」

「うん。今この場で考えて答えを出して欲しい。首を縦に振ってくれるなら、茉莉奈の心配はなにもなくなるよ」

　力強く自信に満ちたクラレンスの言葉に心が動かされる。自分のことはともかく、母親の命に関わってくる問題だ。なにをしても母親を助けたい。その一心で働いてきた。

　脳裏に母の笑顔が浮かんだ。クラレンスの申し出を断れば、朗らかに笑う母の顔はもう見られなくなる。それを考えて茉莉奈の不安は決意に塗りつぶされた。

「分かりました……条件をのみます。でも、モデルとして完成する前に費用が必要になった場合……」

「それは心配しなくていいよ。費用は先払いだから」

「えっ」

「茉莉奈はなにも考えずに、俺に魔法をかけられて蛹さなぎから蝶に羽化すればいいんだ」

　王子様のようなキラキラしたスマイルを見せられて、茉莉奈の胸は否応なしにときめいた。クラレンスの言葉を聞いていると、目の前から心配事がなくなったような気になる。

　輝くようなクラレンスの笑顔を眩しく思いながら、胸の中に支えていた重苦しいものが消えていくようだ。それは茉莉奈にとって初めての不思議な気持ちだった。

















第二章












　公園で倒れクラレンスに看病された翌日から、茉莉奈の人生は一八〇度ガラリと変わった。母親の医療費と引き換えに、イメージモデルになって欲しいと、とんでもない条件を出されたのだ。しかしそれには続きがあった……。

「無理です、そんなの。できないです……！」

　茉莉奈の消えそうな声が響く。ここはクラレンスの屋敷にある応接間だ。とはいえ、どこかの城にあるティーラウンジのようで、二階まで吹き抜けになっている広い空間である。外に面する壁は天井まで全てが窓になっており、真っ白なレースのカーテンが外光をやわらかく遮っていた。

　初めて見るグランドピアノや暖炉。高い天井から吊り下がったキラキラと光るシャンデリア。そのどれもが茉莉奈の目を眩ませるようだった。なにもかもが別世界の場所である。

　そんな絢爛豪華な応接間で、茉莉奈は後出しじゃんけんのような条件を聞かされて凍り付いていた。まるで消え入りそうな声で言うと、向かいのソファに座っていたクラレンスが茉莉奈の隣に移動してくる。

「モデルをやるよりは簡単かなと思って言わなかったんだ。演じるっていうより、にこにこして俺の隣にいればいいんだよ。できるだろう？」

　クラレンスの屋敷に到着して応接室に通された途端、彼から二つ目の条件を出された。その難題に茉莉奈は再び面食らい、ポカンと口を開けて固まる。そして我に返った。

「モデルも無理かなって思いましたけど、ク、クラレンスさんの婚約者のふりなんて、あり得ないです……！　そんなの私にはできないですよ……」

　仕事をしながらモデルのレッスンなどできないよ、とクラレンスに言われ、その言葉に納得して、茉莉奈は母の看病を理由に退職届を出していた。同僚からは想像以上に心配され、上司にも引き留められずあっさりと受理され、もう後戻りはできない。それなのに、ここにきて新たな条件の提示である。

　散々呆れたあと、今度は沸々と怒りが込み上げてきた。今さらそんな条件を出されても、あとがない茉莉奈には断れない。それを分かっていて追加条件を出してきたのだとしたら、クラレンスはかなり狡猾な人間だ。

「なぜ？　モデルよりも簡単じゃないか。レッスンもなにもいらない。俺の隣で笑顔を作るだけなんだし」

　思惑があっての提示なのかと思っていたが、なにやら茉莉奈の想像する感じとは違う。本当に純粋に、心から大した条件ではないとクラレンスは思っているようなのだ。

（嘘……本気で簡単だと思ってるの!?　どういう感覚なの……）

　茉莉奈はその場で頭を抱えた。一般常識が全く通じない。母親の命と引き換えにモデルをすると決めた自分も大概どうかしているが、クラレンスはそのさらに上をいくらしい。

　それにクラレンスがかなりの資産家だというのを、茉莉奈は屋敷の正門を潜ったときに察していた。日本ではお目にかかれないような大門や美しく整えられた広い庭には驚かされた。三階建ての優美な造形の洋館は、まるで海外にある城のようである。

　白い壁にスカイブルーの三角屋根。その白い壁には縦長の大きな明かり取り窓が並び、正面玄関の扉には細かい彫刻が施されていた。なによりも驚いたのは、この屋敷で何人もの使用人が働いていることだろうか。

（一体クラレンスさんって何者なの？　あの公園で会ったときも、二度目も今もそう。漂う気品……圧倒されちゃうよ）

　一般常識から若干ずれているが、特に女性に対しての接し方は紳士だと思う。

「茉莉奈、心配しなくていいよ。俺が君に魔法をかけると言っただろう？　婚約者のふりなんてそのおまけみたいなものさ」

「で、でも……っ」

「君のママの全ては俺に任せておいて。だから茉莉奈はこれからのレッスンに集中して欲しい」

　クラレンスが茉莉奈の手を取り、そっと指先に唇を寄せてきた。それだけでさっきまでの困惑や怒りが霧散する。男性に触れられるのに慣れていない茉莉奈は、それだけで頬が赤くなった。見目麗しいクラレンスのような相手なら尚更だ。

「私、顔だってかわいくないし、スタイルだってよくないです。身長も低いのに、モデルなんて務まるんですか？　それにどうしてここまでしてくれるんですか……」

　全く理由が分からない。条件を出されても、茉莉奈は自分にそこまでの価値があるとは思えない。なぜ、どうして――そんな疑問ばかりが渦巻く。

「教えて欲しい？」

「……はい」

「じゃあこっちへ」

　手を取って立たされる。そしてそのままクラレンスに手を引かれて応接室を出た。

（どこへ行くんだろう……）

　二階へ上がり廊下を進む。その両側には幾つもドアが並び、真っ赤な絨毯と真っ白な壁のコントラストは、まるで異世界に迷い込んだような気分にさせられる。

（クラレンスさんも、前とはちょっと印象が違うみたい）

　白いシャツに光沢のあるグレーのベストとパンツ姿だった。以前に会ったときよりもラフな印象だが、王子様オーラは健在だ。どちらにしても高そうな服に変わりはない。

「ここだよ」

　二階の突き当たりにある部屋の前までやってくる。ここに一体なにがあるのか。茉莉奈が納得するようななにかがあるのだろうか。

　クラレンスがゆっくり扉を開ける。部屋の中から白い光が漏れ出て、茉莉奈は眩しくて目を眇めた。手を引かれて部屋に入ると、美しいドレスを着せられたディスプレイトルソーがずらりと並んでいた。

　ウエストがきゅっと締まり、シフォン生地がまるでフウセンカズラのように広がっているもの。その隣のトルソーには、シンプルだが生地には幾つもの美しい花が刺繍されているＡラインのドレスだ。一番端にあるのはロングドレスで、ウエストから下に向かい、星が夜空で瞬くような幻想的なグラデーションを施されてある。目を奪われるほどに優美で、それらのドレスを見せられて茉莉奈は気付いた。

「どれも、少し小さい……？」

　どのドレスも標準より少し小さめなのだ。どちらかといえば、茉莉奈のサイズに近いだろうか。

「気付いた？　これから立ち上げるブランドは、フェアリーサイズなんだよ。茉莉奈ならぴったりな大きさだね。まぁこれはファッションショー用だけど。普段でも着られるような服も揃えるつもりだ」

「フェアリーサイズ？」

　茉莉奈が首を傾げると、クラレンスが説明してくれた。小柄な女性の中でも、さらに小さい女性に向けたサイズを指すという。小さな妖精になぞらえて、フェアリーサイズなのだと教えてくれる。

「でも、サイズだけでいうなら、もっと他にモデルに適した女性が……」

　小柄な女性が対象というだけでは、まだ茉莉奈の必要性が分からない。納得できなかった。するとクラレンスは再び茉莉奈の手を取って歩きだし、今度は隣の部屋に続く扉を開けた。そこは大ホールのような空間で、壁の一辺が全て鏡張りだ。床は真っ赤な絨毯から無垢の床に変わっている。

「鏡を見て、茉莉奈」

　鏡に向き合うように立たされ、クラレンスがその背後に立つ。両肩に手を乗せられたかと思うと、俯いている茉莉奈の顔を背後から伸びた手が正面に向ける。

「下を見ないで、真っ直ぐ自分を見るんだ。そこに答えがあるから」

「あの、私……自分が好きじゃないんです」

　顔を背けまた下を向く。なんの変哲もない自分の顔。前髪で額を隠し眼鏡で目元を隠し、髪はお下げ髪にして目立たないようにしている。派手なものが似合わないし、メイクやおしゃれは、かわいい女の子がするものだと思っている。その根源の全ては、自分に自信がないためだ。

　それを正面から見ろと言われるのは酷だった。

「どうして？　自分がそんなに嫌い？」

「……はい」

　クラレンスの指が目の前を通過したかと思うと、あっという間に眼鏡を取り上げられた。視力はよくない。眼鏡がないと鏡に映る自分はぼんやりと滲んだ。

「眼鏡を取って髪を解いて……前髪は少し分けて額を出そう。前を向いて、視線は鏡に映る自分の額辺りを見るんだ。そう……いいね」

　いいと言われても茉莉奈にはよく見えない。言われた通りにするものの、クラレンスには一体どう見えているのだろうか。おさげを留めている髪ゴムを両方外された。編まれてある髪をパラパラと解かれると、緩く編み跡が残る。

「三つ編みのせいで髪が波打ってるんだな。それがまた印象を変えるね。茉莉奈はいい素材を持っているよ。瞳は黒いけど、光に当たると少し茶色いんだ」

「そう、なんですか？」

「うん。髪も同じだね。目尻が少し垂れているのもチャームポイントだな。やわらかい頬と、厚すぎない唇は理知的だ。君は素晴らしい原石なのにそれを全部、隠してたんだよ」

　頬に触れたクラレンスの指が、ゆっくり茉莉奈の唇に触れてくる。まるで誘惑するように唇を撫でられて、背中にビリッと電流が走った。

　クラレンスが茉莉奈の頭ひとつ分上から、鏡越しにこちらを見つめている。だが眼鏡がないので表情は分からない。

「茉莉奈は不安かもしれないけど、俺が全部教えるから。服の着こなし、歩き方、視線の向け方。体作りも所作も全てだ。メイクやトレーニングもプロを付ける」

「え……」

「あは、いいね、その驚いた顔。かわいいよ」

　クラレンスが自然な仕草で茉莉奈の頭にキスをする。全身で口説かれているような気持ちになり、胸の中で心臓が小躍りしていた。男性からこんな風に触られたのは初めてだ。

（手を繋いだのも、小学生のとき以来かも……）

　昔から地味だった茉莉奈は、二十四歳にしてまだ男性経験がない。だからこうしてアプローチをされるのも初めてで、どんな顔でどう返事すればいいのかさっぱりである。いきなり普通でない体験をしてしまい、茉莉奈は目眩がしそうだ。

「そういうの……やめて下さい。私、慣れていないから恥ずかしいです」

「それにも慣れてもらわなくちゃね。茉莉奈に必要なのは自信だな。それも俺があげるよ。――君は俺の天使だからね」

　最後の方は呟くようにクラレンスが言ったので、よく聞き取れなかった。それに茉莉奈を選んだ理由を教えてくれると言ったのに、答えにはなっていなかった。

（鏡の中に答えなんてないよ。いつもと変わらない、冴えない自分の顔だもの）

　クラレンスにどれだけ褒められても、茉莉奈にはそう思えなかった。だが鏡越しにこちらを見つめるクラレンスは嬉しそうで、自信ありげな眼差しだ。

　本当に自分は変わるのか。イメージモデルとして成立するのか。選択は間違っていなかったのか。不安ばかりが茉莉奈を襲う。力を抜けば膝から頽れてしまいそうな恐怖でいっぱいだった。

　もう少し話そうか、とクラレンスに言われ、再び応接室へと戻ってくる。茉莉奈がふかふかのソファに腰を下ろすと同時に、リビングテーブルにロイヤルミルクティーがそっと置かれた。上品な所作でお辞儀をした使用人と目が合い、茉莉奈も慌てて頭を下げた。

　ロイヤルミルクティーをひとくち飲み、ホッと人心地ついた。その瞬間、茉莉奈のバッグに入っているスマホが着信する。ビクッとなって、慌ててティーカップをソーサーへ戻し鞄を探った。

「……すみません。病院からです」

　表示された画面を見て、不安げな顔になった茉莉奈はクラレンスに向かって口早に告げる。それと同時に立ち上がり、受話ボタンをタップしてスマホを耳に当てた。クラレンスに背を向け、部屋の壁の方へとゆっくり歩いて行く。

　茉莉奈の心臓が重苦しく打っていた。電話の向こうで聞き慣れた南先生の声がしている。

『芦田さん、落ち着いて聞いて下さい。お母さんが倒れて、救急車で運ばれました。今は……』

　南先生の声が近くなったり遠くなったりしながら聞こえている。茉莉奈は自分が予想以上に動揺しているのだと気付くまで、しばらく時間を要した。

『芦田さん？　大丈夫ですか？』

「は……い。聞いてます。あの……すぐ、向かいます」

　茉莉奈の声は震えていた。指先は血の気が引くように冷えていき、不安と恐怖に押しつぶされそうな状態だ。通話はもう切れているのに、スマホを耳から離せないでいた。

「茉莉奈？」

　背後から心配そうな、それでいてやさしげなクラレンスの声がする。ゆっくり振り返ると、茉莉奈の顔を見たクラレンスの表情が一瞬で硬くなった。

「母が……また、倒れたと、病院からで……」

　一瞬、目の前がブラックアウトする。足元をふらつかせた茉莉奈を、クラレンスが抱き留めてくれた。大丈夫だ、俺がついてるよ、と何度も耳元で囁かれる。彼の腕の中で茉莉奈は小刻みに震えていた。

　クラレンスが車を出してくれ、茉莉奈は大急ぎで病院に向かう。

　茉莉奈が家を出るときは元気に微笑んでいた母親が、今は意識不明になっている。呼吸器に繋がれていて、部屋に入るのさえ許可されなかった。

「どうして……こんな急に」

「お母さんの心臓は、どのくらい持つか分かりません。なにがきっかけで心臓が止まってしまうか……という状態です」

　南先生にそう言われ、茉莉奈は頭が真っ白になった。

　母親の心臓に一刻の猶予もない。そう言われていた。いつ倒れてもおかしくないのに、入院費を賄えずに無理矢理に一時退院した。きっとそれが弱っている心臓に負担をかけたのだ。

　だがこんなにすぐ容態が急変するなんて考えもしなかった。遅かれ早かれ予測はしていたはずなのに、いざ目の前にやってくるとその現実が受け入れられない。

　ガラスで隔たれた向こうの部屋で、母親が眠っている。色々な管に繋がれた姿を見るのは痛々しく、なにもできない自分の無力さを呪った。

「急いだ方がいい」

　茉莉奈の背後で、誰に言うでもなくクラレンスが呟いた。

「……？」

「茉莉奈、君のママには一刻の猶予もない。だから急いでドナーを探そう。どんな手を使っても」

「でも、臓器提供は順番待ちで、それに適合するかどうかも……わからないですし」

　濡れた睫毛を瞬かせながら、茉莉奈は心配顔で俯いた。ＩＣＵと外を遮るガラスに両手を当てて、茉莉奈は母親を見つめた。もう瞼は開かないかもしれない。このまま一人残されるかもしれない。そう思うと寂しくて怖くて、大声で泣き出してしまいそうだ。

「ドナーは日本だけではない」

「え？」

「日本の中だけで探すなら時間もかかるだろう。でも世界は広い。海外すべての地域からドナーを探せばいいんだ」

「でも、そんなお金……」

　約束したのは母親の全ての治療費だったが、まさかそこまでしてくれるとは考えもしなかった。世界中からドナーを探すなんて、どれだけの費用がかかるか想像すらできない。

「全て任せろ、そう言った。まあ、茉莉奈と俺の『全て』に相違があったかもしれないがな」

　クラレンスが茉莉奈の隣に立った。そっと肩を抱いて引き寄せられ、大丈夫だと、心配するなと、そう言われているような気がした。本当にクラレンスを信じていいのだろうか。全てを任せていいのだろうか。不安な気持ちは拭いきれない。

　だが事態は急激に悪化している。母親の命は風前の灯火だ。モデルなどできないとか無理だとか、一人になるのが怖いとか寂しいなんて、そんな泣き言を言っている時間はない。本当に母親を救いたいと考えるなら、茉莉奈がするべきことはたったひとつだ。

「クラレンスさん……私にレッスンをして下さい。全ての条件を叶えられるよう頑張ります……。私やります。やってみせます。だから……母の移植費用を、よろしくお願いします」

　背の高いクラレンスを力強い眼差しで見上げる。目元は赤くなってみっともないけれど、決意が本物だと信じてもらうために茉莉奈は力強い視線を向けた。

「その目、いいね。ゾクゾクするよ。茉莉奈、俺と契約を交わそう。そうしたら君の人生を変えてあげる。君に、見たことのない景色を見せてあげるよ」

　クラレンスの青い瞳がキラリと輝く。そして優雅に微笑んだクラレンスが右手を出してくる。握手を求められているようだ。

「よろしくお願いします」

　茉莉奈はクラレンスの手を握る。どこまでできるかは分からない。けれどもう、茉莉奈にはこの道しか残っていない。クラレンスを信じてやるしかないのだ。

（クラレンスさんを信じていいかどうか、そんなのはもうどうでもいい。お母さんが助かるなら、私は……）

　モデルになると決めた日から、茉莉奈の生活はまた変化した。母親と二人で住んでいた家は引き払い、クラレンスの屋敷の一室に住居を移したのだ。母親が退院したあとの生活拠点も、屋敷の中に用意してくれるという。本当にそこまで甘えていいのかと思ったが、これはちゃんとした取り引きなのだと自分を納得させる。

　病院から戻った茉莉奈は、クラレンスから契約書を見せられた。そこには条件が二つ書かれてあり、その報酬も記されてあった。

「ブランドイメージモデルを引き受けること、婚約者としてクラレンスの両親を納得させること……か」

　その下には茉莉奈の母親にかかる全ての費用を負担し、二人でまた生活ができるまでクラレンスの屋敷で生活することを保障すると書いてあった。

　応接間でこの書面を見せられて、茉莉奈は自分のサインを記入した。迷う気持ちが全くないといえば嘘になる。ちゃんとモデルになれるか不安もあるが、なによりも婚約者としてクラレンスの両親を納得させるという、その大役の方が気がかりだ。

（本当に婚約者として振る舞えるようになるのかな）

　これほど気品のある美しいクラレンスに、自分が釣り合うまでに変われるのか。不安ばかりが襲ってきて、考えるだけで疲労してしまった。

　茉莉奈に与えられた部屋は広く、何不自由しないように準備されていた。天蓋付きのお姫様が眠るようなベッドに横になり、胸の上に契約書を載せたままぼんやりする。

　ここ数日で人生が一八〇度変わってしまった。あまりにも話がトントン拍子に進みすぎていると思う。母親の件があるので茉莉奈に選択肢はなかったけれど、だからといって不自然なほどに茉莉奈の都合に合わせて全てが変わっていく。

「私にはもう、この道しかない。やるしかないんだ……」

　そう呟いて寝返りを打った。疲れが一気に出てきたのか、茉莉奈はあっという間に眠りに落ちてしまった。そんな茉莉奈の呟きを、部屋の扉の向こうでクラレンスが聞いているなど知る由もなかった。彼がなぜ茉莉奈を選び、こんなにまで入れ込むのか。そこに茉莉奈の想像を超える理由があるなど、このときの茉莉奈は予想さえできなかったのだ。
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「まずは体作りだ。茉莉奈は細すぎる。だから筋肉と適度な脂肪を付けなきゃダメだよ。その為には食べて、運動。とにかく今はそれに専念して」

　クラレンスにそう言われ、バランスのいい食事をさせられた。もちろん作るのは屋敷の専属コックだが、メニューはクラレンスが考えているようだった。

　母親の容態も気になったが、クラレンスはなにも心配しなくていいと繰り返し、不安がる茉莉奈の背中を押してくれた。

　初めの一週間は、とにかく標準まで体力を戻すことに専念させられる。三食バランスのいい食事をして、屋敷の広い庭を歩く。

　そのあとは、クラレンスの立ち上げるブランドについて勉強した。なにもかもが茉莉奈にとって初体験だった。

「これが今まで説明してきたブランドの概要だ。目を通しておいて」

「はい、分かりました。クラレンスさん」

　広いリビングでクラレンスに資料を手渡された。しかし彼は書類を手から離してくれない。不思議に思ってクラレンスを見上げた。

「？」

「そのクラレンスさんという呼び方は、そろそろやめた方がいいな」

「あ、でも……呼び捨てはさすがに。クラレンスさんは年上ですし」

　彼が資料を離してくれないので、仕方なく茉莉奈が手を引っ込めた。

「条件はもう一つあっただろう？」

　再び資料を差し出され、茉莉奈はそれに手を伸ばす。今度はすぐに手を離してくれた。

「もう、一つ……」

「そう。俺の婚約者の練習だ。日本ではさん付けで呼ぶのが普通かもしれないけど、俺の国ではちょっとよそよそしい。だから茉莉奈、敬称はなしだ」

　どう？　と聞くようにクラレンスが首を僅かに傾け、茉莉奈の返答を催促しているようだ。呼び捨ての文化がない日本では少し難しいし、クラレンスとはまだ出会って数日しか経っていないのだ。

「ほら、呼んでみて」

「あ、えっと……クラレン、ス……」

　照れくさくなって下を向く。まだ彼の顔を見ながら呼ぶのは無理なようだ。すると目の前でクラレンスがクスッと笑った。

「そうやって照れるところもかわいいけど、俺の両親の前やモデルとしての仕事をするときはちゃんと仮面を被るんだよ」

「……仮面？」

「そう」

　クラレンスの指が茉莉奈の顎にかかった。クイッと上を向かされ、強制的に視線が合う。青い瞳に見つめられると吸い込まれそうで、いつまでも眺めていたくなった。その反面、どうしても羞恥から逃れられなくなる。途端に胸がドキドキするし、見られているという状況にいたたまれなくなるのだ。

「ほら、ちゃんと俺を見て。クラレンスと呼んで」

　端整な顔が近づいてくる。まるでキスでもするかのような距離で、茉莉奈は思わず体を引きそうになった。しかしクラレンスの腕がすかさず茉莉奈の背中に回る。

「ク、クラレンス……さん」

「ははっ。仕方ないな。ＯＫ。じゃあ呼び方は慣れてきたらでいいよ。もっとフランクに近づいてきて欲しいなって、思ったけど」

「えっと、その……はい……」

　近すぎる、と茉莉奈が言う前にクラレンスが体を引く。なんだか口元がニヤついているのできっとからかわれたのだ。

（クラレンスさん、人が悪いな。私はまだ慣れないのに……）

　茉莉奈は自分を落ち着かせる為に、受け取った資料を開く。そこには彼の立ち上げるブランドについて、細かく説明が記載されてあった。この場ですぐに読み終えられる量ではないようだ。

「茉莉奈、最近はずいぶん体力もついてきたね。それで今日は一緒に出かけようと思うんだ」

「あ、はい。どこへ行くんですか？」

「うん。まず眼鏡からコンタクトに変えよう。それと、洋服を数点調達して、着慣れる練習もしないとね」

　クラレンスはなんだか楽しそうだった。その分、茉莉奈は不安が募る。カラフルな色の服は似合わない自覚があるからだ。

（あの部屋にあったドレスも、本当に似合うようになるのかな）

　クラレンスの後ろを歩きながら、形のいい金髪の後頭部を眺める。まだ気になることはたくさんあるが、それでももっとクラレンスを知りたいと思っていた。

（クラレンスさんって妙に距離が近いよね。あの美形だから近づかれると、心臓が飛び出しそうになるほど緊張するよ）

　ドキドキする胸を押さえた茉莉奈は、自分が変わっていくのを感じていた。きっともっと、これから変わるのだ。










　クラレンスの屋敷でトレーニングを始めてから一ヶ月が過ぎた。トレーニングは女性トレーナーの三沢が茉莉奈に付きっきりで教えてくれ、時間ができるとクラレンスも一緒にランニングをした。

　午後は母親の入院する病院へお見舞いに行き、夜には疲れ切って倒れるように眠るのが最近の日常である。母親の容態は相変わらずで、一進一退を繰り返していた。

　なにをしていても母親の容態が頭の片隅にあり、時間に余裕が出来ると不意に泣きそうになってしまう。だが今の茉莉奈は、泣きくれている場合ではない。やらなければいけないのだ。

「うん。一ヶ月でだいぶ変わってきたね。とにかく体力が付いた。見ていて分かるよ」

　トレーニングルームにやって来たクラレンスに言われて、茉莉奈は近くに置いてあったタオルを手に取った。

　黒の短パンに白い半袖シャツを身につけた茉莉奈は、見違えるほど健康的に変貌していた。筋肉と脂肪が程よく骨格を纏い、ウエストは括くびれて引き締まっている。

「初めの頃は食べるのも大変だったんですけど……。食べるのって体力がいりますね」

「そうだよ。それほど茉莉奈の体力が落ちてたってこと。今はトレーニングマシンまで使えるようになったし、すごいと思うよ」

「ありがとうございます」

　笑顔で礼を言ったが、茉莉奈の頭にはずっと母親の容態を案じる気持ちが離れない。倒れてから一ヶ月、まだ意識は戻っていない。呼吸器に繋がれて心臓は動いているものの、容態はいつ急変するか分からないのだ。

　茉莉奈の持っているタオルをクラレンスが取り上げる。俯いてしまった茉莉奈の頬にタオルが当てられ、そっと顔を上に向かされた。

「心配だろうな。分かるよ。俺も力を尽くしている。だから茉莉奈も頑張るんだ」

　今は週に二回ほど病院に通っているが、母親の容態は良くも悪くもなっていない。ただ危機的状況は続いている。

「はい……」

「ほら、顔を上げて。下を向いていないで。きっとドナーは見つかるよ」

　クラレンスがタオルでやさしく顔の汗を拭いてくれる。彼の言葉は魔法のようだと思った。できるよ、大丈夫、そう声をかけられると本当にできるような気がするし、大丈夫な気になってくる。

（魔法をかけるって前にクラレンスさんは言ってたけど……本当なのかも）

　青い目の王子は今日もスマートな装いで、茉莉奈は見惚れるようにその美しい顔を見上げていた。するとクラレンスがにこりと微笑む。

「思った通りだな」

「え？」

「とても綺麗な目をしているよ。コンタクトにして正解だ。眼鏡でこの瞳を隠すのはもったいない」

　クラレンスの繊細な指先が茉莉奈の頬に触れた。大切ななにかを撫でるように指が動く。愛しげに見つめてくるクラレンスに顔が熱くなった。

「初めて見たときも……」

　クラレンスが口元でなにかを呟く。茉莉奈は聞き取れず、僅かに首を傾げる。クラレンスにじっと見つめられ、頬はじわっと熱くなった。

「よし、じゃあそろそろ次のレッスンに移ろうか」

「は、はいっ」

　クラレンスに目を奪われていた茉莉奈は、ハッとして元気のいい返事をする。連れて行かれた部屋には、先日二人で買い物へ出たときに購入した洋服が並んでいた。着こなしているのはトルソーだ。

　クラレンスが選んだ主な色は赤で、ワンピースを数点、ミニスカートにロングスカート。そしてトップスは大胆に肩を出すものからノースリーブまで様々だ。

「今日から本格的にモデルとしてのレッスンを開始するよ。茉莉奈はこの服と靴を身につけて歩く練習。スタイリストを付けるからメイクの方法を教わるんだ。人から見られる意識、見られて堂々としていられる自信を付けて欲しい」

「見られる、意識……。自信」

　ＯＬをしていた頃、人の視線が自分に集中するのが苦手で、よく下を向いていた。その辺りは今も変わらない。

（自信……一番難しいなぁ。どうすれば自信が付くのかな）

　目の前に並ぶ洋服を見ていると、茉莉奈の頬は自然と引き攣るばかりだ。試着だけでも大変で、太股の中程から素足が出るようなミニスカートはとんでもなく恥ずかしかった。この屋敷内でトレーニングするための短パンなら平気なのに、スカートになるとダメなのである。

「それじゃあ、これに着替えてみて」

　クラレンスが指差したのは真っ赤なワンピースだった。同じ色のリボンを腰で締めるので、ウエストから下はフレアスカートのように広がる。問題はノースリーブなところだ。

（これだと今の時期はまだ寒いかもって、買うときに話してたような……）

　店で服を選ぶクラレンスがひとりごとのように呟いていたのを知っている。

「ノースリーブは少し肌寒いから、これを羽織ってみようか」

　クラレンスがトルソーの着ている、丈が短い毛皮のジャケットを取り上げた。それを隣のトルソーが着ているワンピースの上からかけると、一瞬でそのバランスがよくなる。ちょっとした組み合わせの違いで、洋服の印象がガラリと変わった。どう？　とクラレンスが視線で茉莉奈に合意を求める。クラレンスがトルソーから服を脱がせ、茉莉奈の前に差し出してきた。

「えっ、今……ですか？」

　洋服を受け取りながら、不安げな眼差しをクラレンスに向ける。彼はにっこりと微笑みながら頷いていた。

（これを着て歩くって……まさか街中を？）

　どうしよう……と不安な気持ちで隣の部屋へと入った。そこは部屋というよりものすごく広い衣装部屋になっている。クローゼットとは思えない広さなので、初めて見たときは言葉も出なかった。もちろん大きな鏡も設えてあり、着替えるためだけにこの部屋があるようだ。ちょっとした洋服店だと言われても頷けるだろう。

　壁沿いのパイプにはハンガーに掛けられた服がズラリと並ぶ。もちろんクラレンスが身につけるスーツやアクセサリーなどもあった。

　茉莉奈は渡された洋服に着替えたのだが、背中のファスナーがどうしても最後まであげられない。

（あれ、これ……届かない）

　何度やっても背中の真ん中まで上げたスライダーに手が届かない。そうしてまごまごしているうちに部屋の扉がノックされる。

「茉莉奈？　大丈夫？　着られてる？」

「あ、えっと……その、背中のファスナーが最後まで、あ、あがらなくって……」

　鏡の前でなんとかファスナーの先を掴もうと、ピョンピョン飛び跳ねてみたりしたがやはり難しい。

「分かった。じゃあ俺が上げるから。入るよ」

「え、いや、あ、ちょっ！」

　茉莉奈がどうぞと言う前に、部屋の扉が開けられた。悪戦苦闘して顔を真っ赤にさせた茉莉奈は、両手を背中に回した状態でクラレンスと目が合った。

（は、恥ずかしい……！）

　こんな無様なところを見られるなんて、と穴があったら入りたい気持ちである。

「上げられないならすぐに言ってくれてよかったのに。恥ずかしいことじゃないよ」

　クラレンスが茉莉奈の後ろに回る。長い髪を片方に寄せ、茉莉奈の肩に乗せた。背中のファスナーがゆっくりと上げられるのが分かる。それと同時に茉莉奈の心拍数も速くなっていった。きっと項まで赤くなっているだろう。

「はい、できた」

「……ありがとうございます」

「こういうのも慣れていかないとだめだよ。モデルさんはね、舞台裏では裸なんだ。まぁファッションショーでの話だけど」

「裸……ですか!?」

「そうだよ。裸の状態で何度も衣装チェンジをして舞台に出て行く。だから脱ぐのが恥ずかしいと言っていたらやっていけないんだ。茉莉奈はそういう舞台には立たないけど、でも羞恥も徐々になくしていく方がいい」

　茉莉奈の知らない世界の話を、鏡越しにクラレンスが教えてくれる。肩にファーコートを掛けられ、剥き出しだった寒そうな腕が隠れた。

「靴はこれだ」

　クラレンスが持ってきたのは、ビロードのヒールが高い黒のパンプスだ。茉莉奈は踵の高い靴を履いたことがないから、歩くのに苦労するだろう。近くにある椅子に座り、そっと足を入れる。足首のベルトを止めると、ゆっくり立ち上がった。

「あ……」

　一瞬で視界が変わった。たったの七センチほどだが、これほど変化するのかと驚く。今まで首を曲げてクラレンスを見上げていたのに、それもしなくていい。

「どう？　足は痛くない？」

「あ、はい。痛くないです。それになんだかすごく、景色が違います」

「そうだろうね。まあ七センチは標準くらいかな。こういうのを履いた経験は？」

「ないです。いつもぺったんこの靴なので」

「そうか。じゃあ初めは歩くのに慣れるために、この部屋を回ってみよう。その服もやはり似合うね。試着のときも思ったけど、少し派手な色も似合うのはいいよ」

　そう言ってクラレンスが手を出してきた。どうやら手を繋いでくれるらしい。遠慮がちにその手の上に茉莉奈は自分の手を乗せた。満足げに微笑むクラレンスが歩き始める。

「初めはゆっくりでいいよ。足元を見てもいい。重心を踵に掛け過ぎないようにして……そう」

　一歩二歩、と茉莉奈は初めてのハイヒールで歩く。生まれたばかりの赤ん坊のようだと思った。

「ふらついても大丈夫。俺が支えているから」

　右手をしっかりとクラレンスに握ってもらい、茉莉奈は徐々に歩くペースを上げる。

「次は顔を前に、視線を遠くに向けて。そう……腹筋を意識して、頭のてっぺんから上に引っ張られているような感覚で歩いて」

　足元を見ないと途端に不安定になった。フラフラするのを腹筋でなんとか体を支える。背中が丸くならないように、顎を引いて大股になりすぎないように。体幹が鍛えられてきているのか、体の中心にちゃんと力が集中する。

　クラレンスの的確なアドバイスが飛んできて、その都度、茉莉奈は体の色んな場所に力を入れて意識を注ぎ込んで歩いた。

「よし、あと一往復したら、今度は外の廊下を歩いてみよう」

「あ、はい」

　今はまだクラレンスが手を握っていてくれるからなんとか歩ける。しかし離されると、恐らく数歩でバランスを失うだろうと、茉莉奈は思っていた。

「足先は少し外に向くように……うん。胸から下がすぐ脚だと思って、そこから前に出して歩くように意識するんだ。いいよ、その調子。じゃあ、俺は手を離すから」

「えっ」

「大丈夫。焦らないでゆっくり歩いて」

　クラレンスの手が離れていく。転ばないかと不安だったが、茉莉奈はゆっくりと脚を前に出した。右、左、右……と順調に進む。向かう先にはクラレンスが待っている。姿勢が崩れると注意されて、視線が下を向きそうになるとまた注意された。

「いいよ、その調子でこっちまで来て」

　廊下にはハイヒールのコツコツ音が響く。もうすぐゴールするかと思ったとき、気が抜けた茉莉奈の足元がバランスを崩した。

「きゃっ！」

「おっと……」

　横に体が倒れそうになるのを、クラレンスがサッと支えてくれる。抱きしめられるような格好になり、茉莉奈に別の緊張が押し寄せてきた。

（私、……変だ。クラレンスさんに触られると信じられないほど顔が熱くなる。……このドキドキって、なに？）

　茉莉奈の体を受け止めたクラレンスがそっと離してくれた。茉莉奈はクラレンスとの近すぎる距離に、彼の顔を直視できない。恥ずかしがらないようにと言われているのに、茉莉奈は顔を背けて俯いてしまう。

「足は捻ってない？」

　そう聞かれているが、茉莉奈の耳にはクラレンスの声が入ってこない。そうしているうちにクラレンスが茉莉奈の足元に膝を突き、怪我をしていないか念入りに確かめ始めた。ようやく時間差で茉莉奈の頭がそれを認識する。

「あ、あの！　だい、大丈夫、ですっ。あっ、きゃっ！」

　驚いた茉莉奈が一歩下がったときにバランスを崩し、今度こそ尻もちを突いてしまった。したたかに尻を打ったが、筋トレのおかげかそんなに痛みはない。

「すみません、咄嗟だと上手くバランスが取れなくて……」

　上半身を起こしてクラレンスを見れば、彼が真っ赤になって固まっているのが目に入る。いつも余裕があって何事にも動じない、大人のクラレンスが赤くなっているのだ。

（うわぁ、クラレンスさんでもこんな顔をするんだ。すごい、貴重な一瞬だ）

　そんな暢気な考えを巡らせていた。彼がどうしてそんな顔をしたのか、その視線を辿っていくと、茉莉奈のスカートに辿り着く。

「わぁっ！　ご、ごめんなさい！」

　茉莉奈はクラレンスの方へ大きく足を広げて座っていた。スカートの中が丸見えだったのだ。大慌てで足を閉じてスカートを押さえるも、ときすでに遅しである。

「すみません……私、みっともなくて」

「いや……今のは不可抗力だろう。気にしないでいい……いや、気にして、え～っと、とにかく、大丈夫だ」

　口に手を当てて照れくさそうなクラレンスが、茉莉奈に手を差し伸べてくれる。さっきほどではないが、白い肌が薄らとまだピンク色だ。それを見つけてこちらまで照れくさくなってしまった。

（モデルの裸なんてクラレンスさんは見慣れていると思ってたけど、そうじゃないのかな？）

　大人で余裕のあるクラレンスにこんな反応をされると、茉莉奈も照れくさくなるのだった。










「いたたた……今度は親指のところだ」

　トレーニングとレッスンを終え、自室でシャワーを浴びた茉莉奈はソファに座っていた。踵を見ると赤くなって皮が捲れている。それが治る前にまた靴擦れを起こすの繰り返しで、痛みは酷くなっていた。

　クラレンスの選ぶ洋服は肌の露出が多く、人生で初めて着るような奇抜なデザインや色使いの服も多い。それに合わせて足元もヒールになる。履き慣れていない茉莉奈は何度も靴擦れを起こし、絆創膏が絶えない。

（泣き言は口にしたくない。生活費とかお母さんの移植費用まで出してくれるんだし、このくらい……平気）

　壁に設えられてある鏡に自分の姿が映っている。見るからに変わった容姿は、疲れに支配されていたあのときと全く違う。トレーニングの成果は着実に出ているが、モデルとしての所作などはなかなか身につかない。

（クラレンスさんの婚約者の役までするなんて、できるかな、私）

　前ほど不安はなくなっているが、それでもやはり自信のない茉莉奈は存在する。

　踵に絆創膏を貼り終えた茉莉奈は、寝る前に水分を補給しようと思い、部屋の小型冷蔵庫を開ける。だがあると思っていた水がもうない。仕方なく一階のキッチンにある、冷蔵庫に水を取りに行くために部屋を出た。

　パジャマのようにウエストを締め付けるものは血行が悪くなると言われ、ナイトウェアは踝くるぶしまであるワンピースを着用していた。そのナイトウェアも普通のデザインではなく、シルク生地でシフォンのレースが幾つも付いているものだ。歩くと足元でふわふわとそれが揺れた。ボアスリッパに足を包んで廊下を歩いていると、クラレンスの部屋の扉が少し開いており、そこから光が漏れているのに気付いた。

（まだ、お仕事中なのかな）

　茉莉奈は夜の二十一時には寝るようにと言われていたが、クラレンスはいつまで仕事をしているのだろうか。扉の隙間から中をそっと覗くと、デスクライトを点けてパソコンの前に座るクラレンスの姿が見えた。デザイナーだという彼だったが、他にも仕事をたくさんしていると聞かされていた。レッスンやトレーニングでクラレンスと一緒になっても、彼がどんな人間かまだよく知らない。

「あ……っ」

　扉を思わず押してしまい、音もなくそれが開いたのをクラレンスに見つかった。

「茉莉奈？」

「ごめんなさい……。開いていたので気になって。まだお仕事ですか？」

「ああ、もう少し処理する案件があるんだ。茉莉奈は眠れないのか？」

「いえ、あの、寝る前に水を飲みたくて、キッチンへ行こうと思ってました」

「そうか。少し話すか？」

　人差し指と親指で眉間を押さえ、俺も休憩しよう、とクラレンスが立ち上がった。茉莉奈も部屋に入り、促されるようにしてソファに腰掛ける。

「茉莉奈は頑張っているな。ずいぶんモデルらしくなっているよ」

「え、そうですか？　見た目はだいぶ変わりましたけど、まだまだですね」

　テーブルの上に置かれたガラスポットからグラスに水が注がれる。クラレンスはそれをそっと茉莉奈の前に置いてくれた。

「なんの経験もないのに短期間でここまで変わったんだ。俺はすごいと思うよ」

　クラレンスが立ち上がり棚の側まで行くと、そこからアルコールの入った瓶を取り出している。振り返りざまに茶色の液体をグラスに少しだけ注ぎ、それをグッと呷っている。姿は妙に男っぽくて色気があり、こんなクラレンスを見るのは初めてでとても新鮮だった。

「そんなに見つめてどうした？　俺の顔になにか付いているか？」

「あっ、いえ……あの、私、クラレンスさんをそんなに知らないなって、思ったんです」

「茉莉奈は俺を知りたいの？」

　酒の入ったグラスを持ったまま、クラレンスが茉莉奈の隣に座る。いつもは余裕があって疲れた顔を見せない人だったが、今日はどことなく疲労の色があった。普段はきっちりと着込まれたスーツも、上着を脱いだ状態でベストだけだ。それに胸元にはネクタイもなく、シャツのボタンはいくつか外されている。

（こんなにラフなクラレンスさん、初めて見た）

　広い部屋にはデスクライトだけしか灯っていないので、二人が座る応接ソファの付近は薄暗かった。茉莉奈はそわそわする自分の胸に少し焦ってしまう。

　お互いに個人的な話はしていない。二人でいるときはファッションやモデルに必要な素質はなにかなど、ほぼクラレンスのモデル講座になっていた。食事の時間もそうだ。マナーや食べ方、料理の名前など、覚える項目はたくさんあった。

「ご家族ってどんな方なんですか？　あと、クラレンスさんはどんな子供時代を過ごされましたか？　好きなもの、なんでも知りたいです」

「たくさん俺のことを知りたいんだね」

　グラスを傾けたクラレンスが嬉しそうに笑っている。少し気の抜けたような感じがするのはアルコールのせいだろうか。

「両親もいろいろ事業をしているよ。妹は……一人。子供の頃は、そうだなぁ……色んなことをやりたがる子供だった。ある意味、かなり欲張りだったかもしれないな」

「優柔不断ですか？」

「うん。体はひとつなのに、一人でできないくらいの習い事をしたがったりして、両親を困らせた」

　天真爛漫でキラキラと輝く笑顔の、子供のクラレンスを想像してクスッと笑う。きっとかわいらしかったのだろう。

「えっと、他には、俺の好きなもの、だっけ？」

「はい」

「そうだな。これは磨けば綺麗になる原石を見つけることかな。手塩をかけて育てるのは楽しいよ。茉莉奈みたいなね」

　流し目を向けられてドキッとする。こんなときどんな反応をすればいいのか分からない。

「今度は俺が聞こうか。茉莉奈はどんな人が好き？　趣味とかやりたいと思っていることはなに？」

　クラレンスからの質問を懸命に考える。しかしあまりに普通の答えしか浮かばなくて逆に悩んでしまった。

「趣味は……その、変だと自分でも思っているんですけど、雨の日に出かけることです。好きなタイプは特にない、ですね。つまらない答えですみません」

「別に謝る必要はないよ。雨の日に出かける、か……。それよりも、好きなタイプに俺を入れて欲しいな、とかそういうのは無理？」

「へっ!?　あの、えっと……ク、クラレンスさんは綺麗だし素敵だし、完璧な王子様って感じで、私には恐れ多いというかっ」

「あははっ、それはそれは。俺はそれほどたいした人間じゃないよ。でも、茉莉奈に素敵だと思われているなら嬉しいな」

　からかわれているのか分からないが、声を上げて笑うクラレンスに見蕩れる。彼は少し酔っているのかもしれない。

「そういえばクラレンスさんのご両親って……なにをされているんですか？」

　照れくさいので、茉莉奈は話題を変えた。

「ああ、俺の家族の話は詳しくしていなかったね」

　手に持っていたグラスの酒を一気に呷ったクラレンスが、両太股に肘を突いて伏し目がちになる。デスクライトのやわらかなオレンジの光が、その長い睫に反射して美しく輝いた。茉莉奈はそんな様子をうっとりした顔で見つめる。

　クラレンスが静かに家族の話を始めた。

　両親ともに健在で、クラレンスと同じように事業家であること。兄弟はなく、母親の方は昔から慈善事業に力を入れているという。親日家の両親の影響で日本に興味を持ち、日本語も母国語のように話せるほどハマったと教えてくれた。

「それでクラレンスさんは日本語がお上手なんですね。癖もないし、声だけを聞けば日本人と遜色ないですよ」

「そう？　ありがとう。母が日本語を教えてくれたのはよかったけど、最近はちょっと……」

　楽しそうに話していたクラレンスが言い淀んだ。分かりやすくその表情が曇り、茉莉奈は心配そうに彼を見つめる。

「最近、ご両親になにかあったとか、ですか？」

「いや、そうじゃないんだよ。ほら、俺もいい歳だろう？　顔を合わせればいつも結婚の話をされるんだ。だから少し、避けてる」

　なるほど、と茉莉奈は納得した。お嫁さん候補の相手も、きっと由緒正しい家の女性なのだろう。こんなに格好いい彼だから、選び放題なのではと思うが、それにしてもクラレンスの顔は浮かない。

「もしかしてクラレンスさん、結婚したくない、とかですか？」

　茉莉奈が空気を察して問うと、困ったような顔で微笑みながら彼が振り向いた。

「したくない、わけではないんだ。ただ……つい最近、婚約解消をしてね。まあ傷心している感じかな。だから少し結婚という言葉に敏感なんだ」

「えっ！」

　静かに聞いていた茉莉奈だったが、最後の言葉を聞いて思わず驚きの声を漏らした。偽の婚約者を演じて、とおかしな条件を出してきたのはその為なのだろうか。

「驚いた？」

「あ、はい……。だって、クラレンスさんほどの人が……そんな」

「俺が振られたんじゃないからね？　念のために。俺は彼女を愛していたよ。でも向こうは違っていたらしい」

「そうなんですか？」

　ああ、とため息交じりに返事をしたクラレンスが、グラスをローテーブルに置いた。ソファの背もたれに背中を預け、長い足を組む。

「向こうは俺よりも、俺に付属するものが好きだったらしい」

「付属するもの……？」

「ようは財産だな」

　寂しそうなその声にハッとした。クラレンスの顔はどこかつらそうで、心の痛みを隠すように口元に微笑みを浮かべている。心より財産を愛した女性を、クラレンスは愛していたのだ。それを考えると胸が痛くなる。

（クラレンスさんがこんな、寂しそうな顔をするなんて……）

　普段は見せないクラレンスの素顔を見た気がした。茉莉奈は彼のためになにができるのだろうかと考える。そして無意識のままに、クラレンスの手に自分の手を乗せていた。

「どうした？　慰めてくれるのか？　茉莉……」

　こちらを振り向いたクラレンスが驚いていた。なぜ？　と首を傾げると、茉莉奈の左目からなにかが落ちる。

「あ……れ？　やだ、私……」

「なぜ茉莉奈が泣くんだ？　婚約解消をしたのは俺からだ。つらくはない。俺をかわいそうだと思ってくれた？」

「私、あの……」

　クラレンスの手が茉莉奈の頬を流れる涙を拭ってくれた。どこまでもやさしいクラレンスに、茉莉奈は苦しいほど気持ちを持って行かれている。見た目だけに惹かれているわけではない。仕事や人に対する向き合い方や考えは、尊敬に値する。

（私は、こんな気持ちで仕事をしてたかな。いつも諦めの気持ちから入ってた）

　濡れた頬が乾き始めたとき、こちらを見つめていたクラレンスが微笑した。

「……少しだけ、いい？」

「え？」

「今だけ、茉莉奈を抱き締めたい」

　そう聞かれて固まった。だが茉莉奈が返事をする前に、男っぽいその腕に引っ張られ抱きすくめられる。途端に鼓動が跳ね上がった。

「すまない、少しだけ……こうさせて。慰めて欲しい」

　まるでなにかに縋るようにして茉莉奈の体に抱き付いてくる。つらくないとクラレンスは言ったが、それは嘘かもしれない。本当は深く傷ついたのだ。そんな気持ちを感じ取った茉莉奈は、クラレンスの背中にそっと腕を回した。
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「視線は前、肩を振らない。そう、腰から前に出るようにして。いいよ」

　クラレンスのデザインした真っ青なドレスに身を包み、茉莉奈がヒールの高い靴を履いて目の前を歩いていく。屋敷の中にある大広間には、練習用のランウェイが作られてあり、現在はここで主にレッスンをしていた。茉莉奈が何度もその簡易ランウェイの上を歩き、ターンする際には教えた通りに視線や表情が作れるようになった。

（初めの頃とはかなり違う。やはり原石だったな）

　クラレンスは少し離れた場所を、茉莉奈と同じスピードを保ちながら歩く。ここ最近は、本番と遜色のない練習に切り替えている。これまではシャツと短パンだったのを、今日は本番のようにドレスを着させヒールも履いている。

（初めてヒールで歩いたときは、なにもないところで転んでいたな）

　それを思い出すとなんだかおかしくなって、レッスンをしているのについ笑いそうになる。

　茉莉奈は数カ月で見た目も内面も劇的に変わった。体は全体的に引き締まり、髪には艶が生まれ肌は見違えるほどきめが細かくなった。美しく高貴な雰囲気が出始めて、クラレンスの心を惹きつける。

　そしてなによりも変わったのは、気弱だった茉莉奈に僅かながらでも自信が生まれたことだろう。クラレンスは茉莉奈を褒め、何度も励ました。それが彼女の中で蓄積され、徐々に自信へと繋がったのだと思う。

（ん？　今日は少しふらついているな。それに顔も赤い）

　毎日のレッスンで疲れが溜まっている可能性がある。あまり無理はさせたくはないので、今日は早めに切り上げようと決めた。

「よし、今日はこの辺でいいよ」

「え、もう、いいんですか？」

　振り返った茉莉奈はやはり少し顔が赤い。こちらに向かって歩いてくる茉莉奈の足が、案の定ふらついた。クラレンスは咄嗟に彼女の体を支えると、布越しに触れただけでも熱さが伝わる。

「やはりか……」

「あの、私、変で……」

「ああ、分かっている。なぜ体調が悪いのを言わなかった？」

　小さな体を腕に抱いて問いかけるも、茉莉奈は苦しそうに息を乱して目を閉じてしまった。クラレンスは迷わず茉莉奈を抱き上げ、彼女の私室へと連れて行く。

「ドレスを脱がせるけどいいね？」

　息荒く肩を揺らす茉莉奈は、クラレンスの問いかけが聞こえていないようだった。仕方なくクラレンスは体を締め付ける服を脱がせていく。下着姿の細身の体に毛布をかけた。そしてバトラーに大急ぎで医者を呼べと命じる。

「茉莉奈、俺の声が聞こえてる？　ドクターを呼んだよ」

　汗の滲んだ額を、クラレンスはタオルで拭う。小さな体で環境の変化に耐え、母親のために全てを背負って頑張ってきた茉莉奈。体力が付いたとはいえ、疲れが出て倒れるのも頷ける。そんな小さな変化に気付けず、ここまでやらせてしまった自分が腹立たしかった。

　クラレンスはベッド脇に椅子を持ってきて座り、苦しそうにしている茉莉奈を見つめた。

「こんなになるまで気付いてやれなくて申し訳ない。どうやら俺は、君をとても……特別に感じているみたいだ。片時も離したくないと、思ってしまった」

　独白のような告白をしたクラレンスは、茉莉奈の手を両手で握った。この告白は彼女には聞こえていないだろう。どうしようもなく茉莉奈に惹かれているのを、クラレンスは自覚していた。

「こんな気持ちは、初めてだ……」

　どんなに美しい女性を目にしても、両親の勧める女性と見合いをしても、心は動かされなかった。それなのに、茉莉奈と過ごした僅かな時間で自覚してしまった。

（もしも茉莉奈に好きだと告白したら、彼女はどんな顔をするだろうか。彼女に愛を囁いてもらえたら、きっと俺の世界は薔薇色だろうな）

　まるで子供のような想像をしてしまった。

　彼女の唇を見つめていると、抑えきれない衝動に襲われる。そしてクラレンスはその唇にやさしくキスをしていた。自分の頬がじんわり熱くなり、温かく不思議な気持ちで胸が満たされるのだった。

















第三章












　今日は午後からオフにしてちょっと街に出よう、クラレンスにそう言われた。本来ならレッスンをするところだが、疲労が蓄積して倒れてしまった茉莉奈を気遣った故の提案だったのだろう。

（あれって、夢じゃないよね……？）

　茉莉奈は記憶を辿る。ベッドで横になっていたとき、クラレンスの声は聞こえていた。そして唇には感触が残っている。

　目が覚めたときはいつものクラレンスで、ひたすら体の心配をされ、そして謝罪をされた。

　――疲労で倒れるまで気付けなかったなんて、自分が情けないよ。悪かった、茉莉奈。

　頭を下げられ面食らった。不調なら不調と言わなかった自分が悪いのだと言ったが、クラレンスは納得しなかった。体力が付いてきたからと過信していたのが仇になったのだ。

　恐らくクラレンスが脱がせてくれたのだろうが、ベッドで目が覚めたとき、自分が下着姿なのには驚いた。

　自覚のない間に脱がされて見られるのはさすがに恥ずかしい。思い出すだけで悶えそうなほどの羞恥が襲う。

　近くにある姿見に自分が映る。唇を触り、あの感触はなんだったのかな、と考えた。

（キスされた、よね……？）

　そう考えて頬が熱くなる。あのときクラレンスは茉莉奈に言った。

　――どうやら俺は、君をとても……特別に感じているみたいだ。片時も離したくないと、思ってしまった。

　特別とはどういう意味なのか。もしあのとき茉莉奈が目を開いたら、クラレンスはなんと言っただろう。キスは婚約者としてのレッスンだから、とそんな風に言うのだろうか。

「婚約者のレッスン……か」

　クラレンスとの契約に関係なく、茉莉奈は確実にクラレンスに惹かれていた。

　全ての行動は自信に満ちていて、それなのに威圧感や相手に畏怖を感じさせない。クラレンスは美しく、まるで天使みたいだ。青い瞳で見つめられると吸い込まれそうな気持ちになり、飽きずにいつまででも見ていられる。

　彼の全てを知っているわけではないが、仕事に対する真摯さやこのブランドに注がれる並々ならぬ情熱は身をもって感じている。

（クラレンスさんを知って、好きにならない女性っているのかな？）

　きっと誰もが彼に惹かれるだろう。そんな素敵な要素をたくさん持ち合わせている。

「偽物……」

　この言葉がとても切なく茉莉奈の胸を締め付けていた。どんなに好きになっても、クラレンスとの間に恋は実らない。なぜならそれは偽物だからだ。

　ドレッサーの前に座っていた茉莉奈は、止まっていた手を再び動かし始める。メイクを終え、今度はクラレンスが指定した洋服に袖を通す。

　着るよう指示された服はシンプルで、黒のビロード生地のワンピースだった。太股の中程までの丈で、ウエストから裾へ向かってパニエがボリュームを作っている。胸元と背中は大きく開き、袖は七分の長さだ。背中は腰の辺りまでＶ字に開いているが、その間をジグザグに縫う感じで真珠の鎖で繋がっている。胸元は谷間が強調されるようなフィット感があり、鎖骨のラインと共に色っぽさを放っていた。

（こういう服も、だいぶ着慣れた……かな。昔だったら絶対に無理だったなぁ）

　ほんの少し前の自分を思い出す。ぼやけた色のだぼっとした服ばかりを選んでいたあの頃の自分とは雲泥の差である。

　さらに足元は八センチのヒールで、足の指の付け根と甲と足首に真珠のあしらわれた黒のベルトが茉莉奈のバランスを支える。美しい足の形を存分に見せられるヒールだと説明された。そんなヒールを履きこなせるようになり、歩き方や所作も随分と上達した。

（こういうのを履いても転ばなくなったし）

　初めの頃はみっともないほどフラフラしていた。それが今や、真っ直ぐに立って普通に歩けるまでになった。それもクラレンスやトレーナーのおかげである。

　メイクもかなり上達した。不器用で、当初は絶対に上手くならないと思っていたのに、アイラインの引き方もマスターできた。本当にクラレンスの言う通り、これは魔法だ。

　茉莉奈は姿見の前に立って自分を見つめる。本番まであと一ヶ月。それが終わればきっと夢も覚める。寂しい気持ちはあるけれど、茉莉奈にとってはこの出来事は人生においてマイナスではなくプラスだ。

　前向きに考えること、自信を持つこと、自身を否定しないこと。この三つをクラレンスに教えられた。それは茉莉奈の中にしっかりと刻まれているようだった。










　クラレンスに連れて来られたのは、銀座にある「エドウィージュ」というフレンチレストランだった。彼がチャージした席は個室ではなく、展望のいいスカイダイニングのようである。

　銀座でも人気のエドウィージュは八十席ほどあり、常に賑わっているとクラレンスに説明された。

（すごくおしゃれなお店だ。こんなところに来るのは初めてかも）

　少し緊張していた。だがクラレンスをそっと見上げると、いつもの落ち着いた自信のある綺麗な横顔が見えて、彼が隣にいれば大丈夫、とそんな気持ちにさせられた。

　そして茉莉奈は不思議な現象に戸惑っていた。ずっと周囲の視線がこちらに向けられていたからだ。チラチラと見られている気がして、気持ちは落ち着かない。

「茉莉奈。堂々として」

　クラレンスにそう注意される。はい、と小さく返事をしたものの、羞恥で頬が熱くなる。席に案内されるまで、やはり周辺の客がこちらを見てなにやら口々に囁いていた。

「クラレンスさん……。私なにかおかしいでしょうか……」

「なぜ？」

「だって、周りの人たちがみんなこちらを見ているような気がして」

　不安げにクラレンスを見上げると、彼は悠然と微笑んだ。今度は茉莉奈が、なぜ？　と小首を傾げる。

「大丈夫、茉莉奈がおかしいから見ているんじゃないよ。君が綺麗だからだ」

「……っ」

　頬がじんわりと熱くなる。近い距離にいるクラレンスには、赤くなっているのがバレるだろう。

「そういう顔をしていると、人目を気にせずに抱き締めたくなるよ」

「え？」

　俯いていた茉莉奈は、向かいに座るクラレンスの方を思わず見てしまう。今、耳を疑うような言葉を投げられたような気がした。

（クラレンスさん……今なんて言った？）

　ただでさえドキドキしていたのに、ますます緊張してしまう。そうしているうちに店員が料理を運んでくる。しかし緊張しているからといって、ここでテーブルマナーを失敗するわけにはいかない。

（毎日、クラレンスさんと練習したんだもん。大丈夫。できる）

　自分を鼓舞してフォークを手に取った。茉莉奈の動きをクラレンスがときどき見ているのが分かる。作法をチェックするような視線だ。だが教えられたテーブルマナーを完璧にこなし、上品にスマートな動きで食事ができていた。

「私、本当は自分がここまでできるとは思っていませんでした」

「そう？　茉莉奈は飲み込みが早いよ。よく頑張っている」

　褒め言葉をもらえて茉莉奈は頬を染める。クラレンスが目を細め、愛しげに見つめてきた。彼のちょっとしたときに見せる、やさしげでやわらかな笑みが好きだ。くすぐったい気もするけれど、安堵と温かみを感じてホッとする。

　食事を進めていると、クラレンスの方から携帯のバイブレーションの音が小さく聞こえた。それに反応して彼がスーツの内ポケットからスマホを取り出す。

「食事中に席を外すのはよくないが、一本電話を掛けてくるよ。茉莉奈はここで食事をしていて」

「分かりました。ゆっくりしてきて下さい」

「そういうときは、一人は寂しいから早く帰ってきて、って言ってくれると一〇〇点なんだけど」

　クラレンスがウィンクを飛ばしてお茶目な笑みを見せる。目をまん丸にして驚いた茉莉奈は、思わずクスッと笑ってしまった。

（あれ、クラレンスさん以外がやったら絶対に似合わないだろうなぁ）

　そう思いながら食事を続ける。しかししばらく経ってもクラレンスは帰ってこなくて、一人で置いて行かれた茉莉奈は不安になりつつあった。

　あまりアルコールは強くないが、その不安を消すためにワインのおかわりをもらい、グラスを何度も口に運んだ。少しアルコールが回ってきたかも、と軽い酩酊感を覚えて茉莉奈はグラスを置いた。

「こんにちは。お一人ですか？　お相手の方は、帰られた？」

　声をかけられて顔を上げると、やわらかい笑みを浮かべたクラレンスと同じくらいの年齢の男性が立っていた。

「あの、えっと、多分もう少ししたら帰ってくると思います……」

「そうか。じゃあその間、僕とお話ししませんか？」

　近くにあった椅子に腰を下ろしたその男性が、好意的な笑みを向けてくる。着ているものは上等で所作もスマートだ。世間ではイケメンと言われる風貌なのだろうが、毎日クラレンスと生活しているせいか、男性を前にしてもそこまで緊張はしない。

「でも……」

「こんなに美しい女性が一人でいるなんて、危険ですよ」

「危険？　ここは他の人もいるし……」

　こんな場所でなにがどう危険なのかと、茉莉奈には全く理解できない。天然っぽい返答をすると、ははっと男性が笑う。

「君、面白いね」

　そう言いながら男性が茉莉奈の手を握りしめてくる。咄嗟のことで手を引っ込められず、さらに力を込められた。

「僕みたいな危険な男性に口説かれるって意味ですよ」

　このとき初めて茉莉奈は、自分が口説かれていると気付く。人生で一度も経験がなかったので、そうだと判断するのに時間がかかった。

（どうしよう……こういうときはどう断ればいいのかな……。なんて言えば……？）

　言葉が出て来なくて、茉莉奈の視線は店の入り口の方へ何度も向いてしまう。

「大丈夫、まだ帰ってこないよ。名前はなんて言うの？　一緒に来た人は友人？　それとも……」

「彼女は俺の婚約者だ」

　男の顔を見られずに俯いていた茉莉奈の耳に、そんな言葉が飛び込んできた。ハッと茉莉奈が顔を上げると、男の後ろにクラレンスが立っていた。

「彼女は私の大切な婚約者ですよ。だから、どんなに誘惑をしても靡きません。茉莉奈、君もちゃんとそう言わなければダメだろう？」

　男が怯んで席を立ち、茉莉奈たちから距離を取った。さっきまで男に握られていた手を、今度はクラレンスが取り上げる。男とは違う所作で茉莉奈の手の甲に口付ける。

「クラレンス、さん……」

　周囲の目はどれほどこちらに集中していたことだろう。だが茉莉奈の目にはクラレンスしか映っていなかった。

（そっか……私はクラレンスさんの偽の婚約者だった。分かっていたのに……）

　自分以外の人に婚約者だと紹介されるのは初めてだった。彼の両親の前だけの役目かと思っていたのに、こんな公の場で言われるとつい信じそうになる。

　ナンパをしてきた男は、クラレンスの圧倒するようなオーラに気圧されて、茉莉奈たちのテーブルからそそくさと離れていく。

「まさかナンパ男がいるなんて、この店も落ちたな」

「……すみません。口説かれているとは気付かなくて」

「茉莉奈が謝る必要はないよ。君がそれだけ魅力的な女性になったって証拠だから、俺としては誇らしいけど。でも変な虫は寄せ付けたくないね」

　話の途中だったんだ、とクラレンスがスマホを見せてくる。そして再び店の外へ行こうとするのを、立ち上がって止めようとした。しかし足元がふらついてしまい、それに気付いたクラレンスに抱き留められる。きっとワインのせいだ。

「ごめんなさい……私、少し酔っているのかも、しれないです」

「俺がいなくて不安だったから、ワインを飲んでしまった？　そうか。じゃあ今日は、もうここまでにして帰ろうか」

　手にしていたスマホの通話を切ったクラレンスに、自然な仕草で肩を抱かれる。足元がフラフラしていて真っ直ぐ歩けなかった。彼がいなければ一人で帰れないところだ。

（私、こんなお酒に弱かったんだ）

　ほとんどアルコールを飲まない茉莉奈は、ワインをグラスに数杯というのは人生で初めてだった。まさかここまで足に来るとは予想外だ。口当たりのいいワインは要注意、と自分に言い聞かせた。

　時間が経つとますます酔いが回り始める。どうやって車に乗り込み、屋敷へ帰って来たのか覚えていなかった。クラレンスがなにかを話しかけていたが、茉莉奈はあまり反応できなかった。

　最後には体が浮き上がり、クラレンスに抱きかかえられているのだと分かっても、とうとう瞼さえ開かなくなってしまった。
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　ワインで酔い潰れた日から数日後、ある日の夜のことだ。車のエンジン音が聞こえて茉莉奈は、夜中に目を覚ました。窓の外を覗くと、黒い車が一台、屋敷の玄関前に停車しているのが見えた。ヘッドライトが点灯しエンジンもかけられたままだ。

（こんな夜中に来客？　それともクラレンスさんが出かけるのかな）

　目が覚めてしまった茉莉奈は、部屋を出て階段の方へと歩き出す。静かに下り始めたとき、下階から声が聞こえて茉莉奈の足が止まった。

「クラレンス、一体どういうつもりなの？」

　気の強そうな女性のよく通る声だ。茉莉奈はその場で反転し、慌てて階段を上り始める。だが、二階に到着する前に足を止めた。夜中にこの屋敷に誰かが来るのは初めてで、しかも相手は女性である。クラレンスとは一体どういう関係なのか、そこが気になってしまったのだ。

　盗み聞きなどよくないと思いつつも、茉莉奈の神経は二人の会話に集中している。ゴクリと唾を飲むと、喉がヒリつくように痛い。

「なにしに来たんだ、ミランダ。こんな夜中に来るなんて非常識だろう」

「だってあなたがなにをしているか、耳にしたんですもの。文句の一つも言いに来ずにはいられなかったのよ。あなた……自分で気付いているの？　あれじゃ、彼女はナターシャの身代わりだわ」

　茉莉奈の鼓動がドクンと嫌な音を立てた。何を話しているのかは分からない。だが直感がそれ以上は聞くなと言っている。ダメだと思うのに、その場所に足が縫い止められたように動けないでいた。

「ねえ、聞いてるの？　クラレンス。あなたがしているのは単なるエゴよ。もしこれをあの子が知ったら、どう思うでしょうね」

「ミランダ！　彼女に余計なことは絶対に言うな！」

　クラレンスの怒鳴る声に、茉莉奈はビクッと肩を揺らした。あんなに強い語気で話す彼を知らない。不安と恐怖で心音が嫌な音で体の中を駆け回る。

「ちょっと、痛い……っ。そんなに強く掴まなくてもいいでしょう？　彼女が絡むとそこまで熱くなるのね。クラレンスらしくないわ。安心してよ。私はあの子に会うつもりはないわ」

　二人の会話を盗み聞きしている茉莉奈は、クラレンスをここまで感情的にさせる女性とは一体誰なのだろうと気になった。

（ナターシャの身代わり？　どういうことなの？）

　話の内容は掴めない。クラレンスがミランダという女性と言い合っている内容との因果関係は不明だが、ナターシャが原因だということは分かる。

「でも、こんなのいつかはバレるのよ。身代わりにされるなんて、あの子がかわいそうだわ」

「俺は彼女を……茉莉奈をナターシャの代わりになんて、考えていない」

　思わぬところで自分の名前が出てきた。背中がヒヤリとする。二人の会話だけでは全容が分からないが、そこには茉莉奈も関わっているという事実に驚かされた。

（私が、ナターシャって人の代わり？　モデルの代わりってこと……？）

　いつまでもここで立ち聞きしているわけにもいかない。さすがにまずいと思い、茉莉奈はゆっくり階段を上り始める。

「茉莉奈に会っても、彼女の前ではナターシャの名前は出すな」

「会わないって言ってるでしょ。でもナターシャはもう亡くなったのに、クラレンスがそれにこだわって茉莉奈をその代わりにして……。本人が知ったら、いくらやさしい性格だからってきっと――」

「……分かっている」

　階段を上っていた茉莉奈の足が、凍り付いたように固まった。ナターシャがモデルなのかは分からない。だが自分がその身代わりにされているということ。それだけは理解できた。今までの茉莉奈に対するクラレンスの態度や言葉は、全てそのナターシャに向けてのものだったのだろうか。そう思うと茉莉奈は泣き出しそうになった。

（全部、そうだった……？）

　あの笑顔もやさしい言葉も、歩み寄って語ったあの夜にクラレンスが甘えるように抱き付いてきたのも全て、自分に向けられてはいなかった。

　虚しさと寂しさと、やるせなさが胸に去来した。茉莉奈は泥の中を歩くようにのろのろと自分の部屋に戻る。ベッドに潜り込んで、体を丸めて蹲った。

　自分が誰かの身代わりにされていても、茉莉奈にはなにも言う権利はない。クラレンスと契約した通りレッスンをしなければならないのだ。

（お母さんの命は、私にかかっている。全て私に……）

　その夜は一睡もできなかった。眠いのに眠れず、気付いたら窓からは眩しい朝日が差し込んでいた。茉莉奈は重い体を、ゆっくりと起こす。今日もまたレッスンが始まる。

　洗面所の鏡に映った自分は酷い顔をしていた。

　朝食の時間は決まっているが、食欲などまるで沸いてこない。トレーニングウェア姿で下の階へ降りていくと、食堂に向かうクラレンスと出くわした。茉莉奈は階段の中腹で足を止める。

「おはよう、茉莉奈」

「……お、はよう、ございます」

　いつもなら笑顔で挨拶をするのだが、今日はとてもそんな気持ちにはなれなかった。

「茉莉奈？　なんだか疲れた顔をしている。昨日は眠れなかった？」

　こちらを見上げていたクラレンスが、様子のおかしい茉莉奈に気付いた。階段を上がってくるのが目に入り、思わず一段だけ階段を上る。

「どうした？」

「別に……どうもしないです。朝ご飯、食べないとレッスンできませんね。また倒れたら、だめですから」

　まるで感情のない声で返事をして、茉莉奈は階段を駆け下りクラレンスの横をすり抜けようとした。

「待って！」

　クラレンスが茉莉奈の腕を掴んで引き留める。

「本当に大丈夫？　様子がおかしい。どこか体調がよくない？　どうして俺の顔を見ないんだ？」

「別に、不調なんかじゃないです。私はクラレンスさんの言う通りモデルをやりますから、だから離してください」

　クラレンスと目が合った。絶句しているその顔を睨み付けて、茉莉奈はクラレンスの腕から強引に逃れた。そのまま足早に朝食の用意されたダイニングに入る。

（普通にできなかった……）

　大丈夫だと思っていたのに、クラレンスの顔を見た途端、昨夜聞いた会話が脳裏を過った。きっとクラレンスは今頃、茉莉奈の態度に困惑しているはずだ。たった一夜で態度が硬化したのだから。

（でも、ちゃんとしなくちゃ……ちゃんと……）

　いつものように朝食の席についた。しばらくしてクラレンスもダイニングに入って来る。茉莉奈の対面に着席したクラレンスの視線は、真っ直ぐこちらに向けられていた。だが茉莉奈は、まだなにも入っていない真っ白な皿を穴が空きそうなほど見つめる。

　朝食もそうだが、ここで食事をするときはマナーの勉強も兼ねているので、常に畏まっている。コンビニ弁当や一般的な日本の食卓に出るような食事は一切出てこない。正直そろそろそういうのが食べたいと思っているが。

　ナプキンを膝の上に広げると、目の前にスープ皿が静かに置かれた。クロワッサンの香ばしい匂いが漂う。左側からバケットに入った焼きたてのクロワッサンが、茉莉奈の皿に静かに二つ並べられた。

「いただこうか。茉莉奈」

　どことなくクラレンスの声は硬い。どんな顔でそう言ったのかは分からないが、茉莉奈は小さく返事をした。ほわほわと湯気の上がったベーコンエッグが置かれる。正直、食欲はなかった。ボウルに入ったサラダだけでよかったのだが、食べなければ午前中のレッスンでバテてしまうだろう。

　沈黙のまま朝食を終え、いつものように一階にある広間へと向かう。食事を食べ終えても、クラレンスの顔は見られなかった。

　茉莉奈は広間の端っこでマットを広げ、いつものようにストレッチを始める。こんな調子ではすぐにクラレンスに問い詰められてしまうだろう。かといって、昨夜、立ち聞きしていたんですとは言えない。

（どうしよう……普段通りにできない。どうしてこんな気持ちになるんだろう）

　クラレンスとの恋愛などあり得ないのだから、落ち込む必要だってない。二人の間には契約しか存在しないのだ。それなのに茉莉奈の気持ちは浮上しなかった。

（――私、誰かの代わりにされるなんて嫌だ。この気持ち、これって……私はクラレンスさんを本気で……）

　クラレンスに恋心を抱いていると確信した。そう考えると、ストンと全てが腑に落ちる。クラレンスに触れられるとドキドキするのも、眠れなかったのも、こんなに胸が苦しくなるのも、茉莉奈に男性の免疫がないからではなかったのだ。

「そんな……」

　開脚前屈をしようとマットの上で足を広げ、手を伸ばしたところで茉莉奈は固まる。行き先のない恋を芽生えさせてしまった。それに気付き、茉莉奈はどうしようもなく困ってしまった。










　その日の夕方、仕事から帰ってきたクラレンスに次のステップに移ろう、と声をかけられた。本番の空気に慣れるため、大広間に仮舞台を設置して練習をするらしい。会場は都内のホテル内に設営されるが、それと同じ規模のものが屋敷の中に作られる。本番と遜色はないが、まずはウォーミングアップとして、普段のレッスンの格好、Ｔシャツと短パンのままで行う。感触を掴んだあと、ドレスに着替える段取りだと伝えられた。

　当日は他にもランウェイを歩くモデルがいると聞かされているが、茉莉奈はまだ一度も顔を合わせたことがない。

（モデルを本業にしている人ばっかりなんだろうな）

　来月には新ブランドの発表がされる。そこでイメージモデルとして茉莉奈はドレスを着てランウェイを歩くのだ。その他、街の広告やＣＭ、雑誌などにも茉莉奈の写真が掲載されるらしい。

　茉莉奈は自室の鏡の前で準備をしている。あの頃のぼんやりした自分は映っていない。ここまで綺麗に生まれ変われたのは、やはりクラレンスのおかげだ。それなのに茉莉奈の表情は浮かないままである。

「茉莉奈、始めるよ」

　部屋をノックされ、クラレンスの声が聞こえた。

「はいっ」

　驚いて声が上擦った。身なりをもう一度確認して部屋を出る。そこにクラレンスが待っていた。目が合ったのに茉莉奈は不自然に逸らしてしまう。

「行こう。大広間に本番と同じ舞台を作ってある。当日のイメージを掴んで欲しい」

「分かりました」

　前を歩くクラレンスの背中を見つめて返事をする。マットが敷かれてあるランウェイに似せた場所を歩く練習は何度もしたが、本格的な舞台の上を歩くのは初めてだ。いつもの大広間とはかなり様子が違って見えた。

「どう？　こうして舞台があると随分と違うだろう？　今日から二週間は毎日ここを使う。音楽を流すから少し歩いてみようか」

「はい……」

　基礎体力やモデルの基本を教えられてきたが、こうして着々と本番の日が近づいてくると、上手く出来るだろうか、とそんな不安も大きくなる。

　ランウェイの両端に並べられた椅子には、クラレンスの他に数名の人間が座っていた。大きなレンズのカメラを持っているところを見ると、練習風景も撮影するのかもしれない。

　舞台袖にスタンバイした茉莉奈は、大きく深呼吸をする。本番ではないが、こうして仮舞台が設置されると緊張感が増した。

　音楽が流れ始めると、その場の空気がぴりっと引き締まる。クラレンスからＧＯの合図を受け、茉莉奈は歩き始めた。四方からライトが当てられて眩しさに目を閉じそうになるが、教えられた通りに足を進める。だが途中でクラレンスに止められてしまった。

「ストップ！　音楽、止めて！」

　その声に茉莉奈も足を止めた。まだランウェイの先まで辿り着いていない。振り返ると、舞台に上がってきたクラレンスの姿が見えた。

「もう少し自信があるように歩いてみようか。ここで何度も練習しただろう？　そのときの感じを思い出して」

「……はい」

　スタート地点に戻り、再び音楽が鳴り始める。クラレンスにポンと背中を押された。そのたびに茉莉奈はビクッと肩を竦ませてしまう。こういう煌びやかな世界を知らない頃の自分に戻ったみたいだった。

「悪い、音楽を止めてくれ」

　再びクラレンスの声が飛んだ。茉莉奈も足を止めて不安げに振り返る。クラレンスに育てられた自信は、みるみるうちに小さくなっていった。

「茉莉奈、どうした？　そんなウォーキングではだめだ。今まではちゃんと出来ていたのに。もしかしてこの雰囲気に呑まれたか？　それとも足の具合がよくない？」

　靴擦れを心配してくれているようだ。だが茉莉奈の頭の中にあるのは、あの夜の言葉である。しかしクラレンスにそれは言えない。茉莉奈は俯き、唇を噛んで黙り込んだ。

「ギャラリーがいた方が本番に近づけられると思ったが、今日はやめよう」

　クラレンスが舞台下の椅子に座っている人たちに声をかけた。男女合わせて二十名ほどだったが、きっとこのために来てくれたのだろう。中には仕事で来ている人もいたかもしれない。そう考えると申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

（でも集中できない。それは本当だ。私は……）

　広間を出て行く人をクラレンスが見送り、その場に二人だけとなった。緊張で空気がピンと張り詰める。茉莉奈の鼓動も徐々に重苦しくなっていく。

「茉莉奈。調子が悪いのか？　今朝も様子がおかしかった。なにが原因なのか教えて欲しい。移植が気になるか？」

「違います……」

「じゃあなんだ？」

　クラレンスの声に僅かな苛立ちが含まれていた。なにが原因か、茉莉奈自身は分かっている。

　二人の間に沈黙が落ちる。クラレンスから小さなため息のようなものが聞こえた。ズキンと胸が痛む。それでもあの夜に聞いた内容が原因だとは言えなかった。

「原因は言えない。いい訳もない。黙ったままか。なら、やる気がないとみなしていいのか？」

「ちがっ……」

　思わず顔を上げてクラレンスを見る。しかし初めて目にする、怒りの色が滲んだその瞳に睨まれてたじろいでしまう。

　違うとは言い切れなかった。気が散って身が入らない。それはやる気がないと同等だ。茉莉奈は再び下を向き、両手で短パンの裾をぎゅっと握り締めた。

「まさか、ここに来て……」

　クラレンスの落胆する声が聞こえ、茉莉奈は泣き出しそうになっていた。いっそ全部打ち明けてしまおうかとも思う。立ち聞きをして、自分が他の誰かの代わりだと知って、それがショックだったと。その気持ちはクラレンスに対する恋愛感情からきているものだから、練習に集中できないと。

（でもそんなの、……言えない）

　再び沈黙が落ちて、いたたまれなくなった。クラレンスが急に茉莉奈の腕を掴んだ。

「ランウェイを歩く練習が無理なら、もう一つのレッスンだ。こっちはまだしていなかったからね」

「え？」

　あまりに強く腕を掴まれたので、驚いてクラレンスを見上げた。怒りと悲しみと、その中に僅かな加虐心の色が見えてゾクッと背中が震える。

「婚約者としてのレッスンだよ」

　その瞳とは裏腹に、クラレンスが満面の笑顔を浮かべた。茉莉奈は引きずられるようにして隣の部屋へと連れて行かれる。

「あのっ……クラレンスさん、私、ちゃんと、ちゃんとやりますから……っ」

「もう遅いよ。ギャラリーは帰してしまった」

　隣の部屋は来客用になっており、茉莉奈の使っている部屋より少し狭い。しかしベッドやドレッサー、小さなチェストにクローゼットなど生活必需品が揃っている。

　茉莉奈の体はそのベッドの上へ、少し乱暴に突き倒される。小さく悲鳴を上げてベッドに手を突いた。クラレンスにそんな扱いを受けたのは初めてで、突然の出来事にパニックだ。

「さあ、俺の婚約者を演じて、茉莉奈」

　目の前でクラレンスがネクタイをゆるめ始めた。ベストのボタンを外し、白いシャツの前も開く。茉莉奈は彼がなにをしようとしているのかすぐに察した。

「クラレンス、さん……？」

　怯えたような目でクラレンスを見上げると、その瞳はいつものやさしげな雰囲気の彼ではなかった。

　ベッドに乗り上がってくるクラレンスから距離を取るように後ろへ下がる。しかし背中はすぐヘッドボードにぶつかった。

「なぜ逃げる？」

「だ、だって……」

「契約しただろう？　モデルと婚約者、両方をやると約束したじゃないか」

　ベッドの上で膝立ちになったクラレンスがパンツからシャツを引き抜いた。まるで別人のように見える彼に、茉莉奈はただ呆然としている。そうしている間に、手首を捕まえられて組み伏せられた。

「やっ……い、いやぁっ！」

「嫌なのか？　婚約者なのにそんな風に言ったらダメだろう？　俺の両親にニセモノだとバレてしまうよ？」

　茉莉奈の細い手首は、彼の大きな手でひとまとめにされ、頭の上でベッドに縫い止められる。

（婚約者としての練習って……こんな、こんなの……っ！）

　クラレンスを好きだと自覚してすぐに、まさかこうなるとは想像もしなかった。クラレンスから顔を背けるようにして硬く目を閉じて横を向く。しかし――。

「ぅんんっ……！」

　顎を掴まれ顔を正面に向けられ、驚いて目を開く。クラレンスの綺麗な顔が近づいたかと思うと、あっという間に唇を塞がれた。茉莉奈の体は硬直する。だがその直後、口腔にクラレンスの熱い舌が入り込んでくる。

　怯えた茉莉奈の舌を、いとも簡単に絡めて攫っていく。強引に押さえつけているくせに、クラレンスのキスはやさしかった。

　なによりも信じられないのは、そのキスに翻弄されて、茉莉奈の下腹部が妙にざわついたことだ。嫌だと言いながら、体がクラレンスを受け入れようとしている。

　男性経験がない茉莉奈にとって、これが普通の反応なのかそうでないのかすら分からない。

「んっ、あっ……や、やめて……クラ、レンスさ……」

「婚約者なんだから、このくらいで動揺しちゃダメだよ」

　クラレンスの瞳に欲情の炎を見て、息をするのも忘れて見惚れた。同意なしで押し倒されているというのに、雄の目をしたクラレンスに惹かれてしまう。

　しかしクラレンスの左手が茉莉奈のシャツに伸びたのでハッとする。体を捩ってクラレンスの行為から逃れようと藻掻くが、間に合わなかった。

「やっ、あ、あぁ……やめ……、ぁっ……んっ！」

　シャツを捲り上げられ、ブラジャーを下げられた。茉莉奈の胸はクラレンスの前に晒される。動揺と羞恥で体が熱くなった。両手は未だ拘束されて動かせず、茉莉奈はされるがままだった。

　胸を見られているだけなのに、その尖りがジンと疼いた気がして恥ずかしさが込み上げる。

「クラレンス、さん……っ、や、だめです……それ、だ、めっ……ぁ！」
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　露出した胸の先を、クラレンスが口に含んでくる。敏感で尖ったそこは、彼の唾液に濡らされ、器用によく動く舌先で転がされた。

「ぁ、んっ、は、ぁあっ、ん、やぁっ……ああっ！」

「それが嫌がっている声？　それにここ、硬くなってきてるけど……なんでかな？」

　クラレンスが上目遣いに茉莉奈を見上げてくる。その口は胸の先をこれ見よがしに咥え、軽く歯を立てて甘噛みされた。

　その刺激があらぬところに集まっていき、茉莉奈の腰は無意識にうねうねと動く。それをクラレンスに見つけられてしまった。

「茉莉奈、胸を刺激されて腰が動いているよ。どうして？」

　涼しげな顔でやんわりと微笑んでいるクラレンスが、獲物を見つけた獣のように自分の唇をペロリと舐めた。むき出しになった腹に唇を寄せ、幾つもキスを落としてくる。

　唇が肌に触れるたびに茉莉奈の体はビクビクと震えた。まるで全身が性感帯にでもなったかのように感じてしまっているのだ。

（や、やだ……なにこれ……私、変だ……あ、なんでこんな……っ）

　足を閉じて膝を立てた茉莉奈は、そこの違和感に気付いた。短パンの中の下着が、濡れているのだ。腰を動かすとその部分が布に擦れ、ぬるっとした感触があり恥ずかしくなる。

　クラレンスの手が太股を伝い、短パンの裾から滑り込んできた。

「ひゃ……あっ！　クラレンスさん！　そこは、やめて、下さいっ」

「どうして？　感じているから、濡れてるのかな？」

　藻掻いてももう遅かった。クラレンスの指が下着の横から入ってきて、茉莉奈の秘所に触れたのだ。羞恥で頭がどうにかなってしまいそうだ。

「う、っん！　ぁ、あ……や、ぁ……っ、そこ、クラレンスさん……そこは、あっ！」

　くちゅっと足の間から粘ついた音が聞こえて、茉莉奈は息をのんだ。膝を閉じても太股の隙間から入れられた手が動いていた。濡れた秘所のクレバスにその指がゆっくりと入ってくる。

「――――ぁああっ！」

　敏感な肉芽に触れられると、刺すような快感が一瞬で全身を駆け巡った。まるで稲妻に打たれたような衝撃は、茉莉奈にとって初めての経験だ。

「ここを、触られるのは初めて？　婚約者なら俺とこういうことをしていても不思議じゃないだろう？　だからちゃんと、この刺激にも慣れていこうね」

　頭の上で戒められていた両手が解放される。しかし茉莉奈の体は力をなくした人形のように、ベッドの上でくったりとしてしまった。

「かわいいね、茉莉奈。君は俺の天使だ。無垢で純真で素直で。快楽を知らない敏感な体も、たまらない」

　クラレンスの欲情した眼差しに晒されて、茉莉奈は怖いと思った。それなのに体は熱くなるばかりで、秘所からは甘い蜜が零れ落ちる。

（うそ……こんなの、違う。私、こんなの知らない……どうして、疼くの――？）

　涙に潤んだ瞳でクラレンスを見上げる。なにか言いたげな眼差しでこちらを見下ろしていた彼の視線が、不意に下へ移動した。茉莉奈の秘裂を撫でるだけだったその指が、ぐにっとそこを広げるような仕草をする。

「あっ！　や、ぁ……」

「本当に嫌なら、俺を殴ってでも止めさせていいんだよ？」

「そ、んな……ぁ、あっ、……ぅ」

　出来るわけがない。クラレンスとの約束がある限り、彼に従うしかない。母親の心臓を人質に取られているようなものである。茉莉奈は涙を浮かべた瞳でクラレンスを見上げ、ぎゅっと唇を噛んだ。

「は……茉莉奈、君はどこまで……。移植費用のためにそうやって耐えるんだな」

　意地悪く微笑んだクラレンスが、秘裂を撫でていた指でなにかを探ってくる。茉莉奈は顔を真っ赤にさせて目を閉じた。その間も、クラレンスの手は足の間で動き、そして蜜口を見つけた指が中へと入ってくる。

「……っ！」

　驚いた茉莉奈は、両手でクラレンスの腕を掴んだ。阻止しようと試みるも、その力はさほども入らない。こちらの様子を覗いながら、クラレンスは指を進めてきた。

「あ、ぁ、ぅ……んっ、ぁっ！」

「痛くはないだろう？　ほら、入っていくよ」

「ひっ……ぁっ！　そこ、あ、やだ……だめ、はぁ、んっ」

　茉莉奈の愛液で濡れたクラレンスの指が、肉筒の壁を撫でた。そこから信じられないような快感が広がり、茉莉奈は我慢できずその刺激から逃げるように腰を浮かせる。

「それ、あ……ぁ、あっ、気持ちいい……それ、なに……あっ、あっ、や、ぁっ」

　それでもクラレンスの指は執拗にそこを強く撫で、茉莉奈は息をするのも難しいくらいに喘がされる。気持ちいい、とそんな言葉が口を突いて出てしまう。

「そんなにいい？　ここ、好きなんだね」

「あっ、あっ、あっ、やぁん！　そこ、なに、やだ……気持ちい……あっ！」

　腰が溶けそうだった。中から無限にあふれ出る快楽に、頭の中がそれでいっぱいになる。羞恥も恐怖も途端に吹き飛んでしまった。ここまで強烈な愉悦は初めてだ。男性を知らず、自身で慰める行為もしない茉莉奈にとって、毒にも似た快楽だった。

「茉莉奈、いい顔をするね。その顔を知っているのは婚約者の俺だけだ。いいね、茉莉奈……誰にも見せてはいけないよ。君は俺の婚約者なのだから」

　クラレンスが茉莉奈の中を掻き回しながら囁いていた。しかし息も絶え絶えに喘がされている茉莉奈の耳には届かない。

「もう、だめ……っ、あ、あ、あ、やだ、ああっ、もう……変に、なるっ」

　膨れ上がる快感。腰の奥からあふれ出るなにか。逃げられないそれに身もだえて、そこから聞こえる淫靡な水音さえも気にならなくなるほど酔わされていた。

「いいよ、茉莉奈。イって……その顔を見せて」

　肉筒を撫で回していたクラレンスの指が、ゆっくり抽挿を開始する。無防備になっている胸の先に再び吸い付かれ、茉莉奈はそれを抑えられなかった。

「ひ……あぁあっ！」

　快感が溢れて体中が痺れる。甘美で止めどなく強い喜悦に恐怖し、なにも考えられなくなっていた。眦まなじりを一筋の涙が零れ落ち、茉莉奈は強烈な刺激に耐えられずに意識を飛ばしてしまったのだった。

















第四章












　初秋、茉莉奈の母親のドナーが運良く日本で見つかり、すぐに手術が行われた。クラレンスは茉莉奈との約束通り、全ての費用を負担してくれた。術後の容態もよく、二週間から一ヶ月ほど入院し経過観察をしたのち、自宅療養に移れると主治医に知らされた。

　手術が終わり目覚めた母親と目が合ったとき、茉莉奈は心から安堵し涙が止まらなかった。もう二度と話せないと思っていたからだ。

　そして次は、茉莉奈が約束を果たす番である。クラレンスと際どい関係になったあと、気まずくなるかと思っていた。だがそうはならなかった。

　茉莉奈は新ブランドに関わる仕事を一人でこなすことが多くなり、そのせいでクラレンスと二人きりで過ごす時間がなくなったからだ。おかげであの日のことは思い出さずに済んでいる。

　そうして忙しい日々を送り、明日はとうとう新ブランド「フェアリーティアーズ」の発表の日となった。ポスターや雑誌、テレビＣＭやＷＥＢなどではすでに広告展開されている。都内の駅構内では複数の大きなポスターが何枚も貼られているらしい。

（発表があった途端、前の職場の人から電話がかかってくるとは思わなかった）

　あれは茉莉奈ちゃんでしょ？　と電話やメールがすごかった。あの頃とは見た感じはすっかり変わっているはずなのに、それでも茉莉奈だと気付いてくれたようだ。それが少しうれしかった。

　慣れない撮影はすごく疲労困憊したし、疲れ果てて倒れるようにベッドで眠る日も多かった。だがその本番はもう明日に迫っている。

（ちゃんとできるか不安だな。でも明日は朝も早いし、寝なくちゃ）

　クラレンスはほぼ毎日、夜中に仕事を終えて帰ってきているようで、あまり顔を合わせていなかった。










　翌日、都内の某ホテルにショーの特設ステージが設営されていた。フェアリーティアーズという名の通り、会場には森の中をイメージした舞台が作られている。それを袖幕から見たとき感動した。だがとうとうやってきた本番だと思うと足が震える。

　控え室には茉莉奈一人で、大きなプレッシャーと戦っていた。他のショーモデルとは別部屋にしてもらえたのが救いである。

（きっと他のモデルの人達を見たら、私が緊張して自信をなくすかも。もしかしてクラレンスさんは、それを考えて別の部屋にしてくれたのかな。だとしたら、正解かも）

　いくらレッスンをしてきたからといって、茉莉奈はモデルになるために若い頃から心構えを持って生活してきた人間ではない。見た目や所作、そういう部分がモデルらしく見えたとしても、中身は素人で付け焼き刃である。だがクラレンスはそれでいいと言う。

　――完璧なモデルが欲しいわけではないんだ。素人が着てかわいい、素敵だと思われないとだめなんだよ。

　クラレンスはそんな風に言った。一般の女性が、着たい、欲しい、と思わなければブランドとして意味がないかららしい。

（でも、クラレンスさんがあんな風に言うのは分かるなぁ）

　スタイル抜群のモデルが着ているから似合う、そういう服は一般人には不相応であることが多い。茉莉奈もそれには同意だ。モデルが着ていてかわいいから買ったけども、いざ着てみるとなんだか似合わない。そういう経験はある。

「茉莉奈、そろそろ行こう」

　扉を開けて入って来たクラレンスに声をかけられる。茉莉奈は肩を露出したセクシーな青いドレスに身を包み、足元は八センチのオフホワイトのヒールを履いていた。クラレンスの手を借りずにスッと立ち上がり、小さく頷いた。

　袖幕までの道中、忙しなく歩く関係者の人達とすれ違った。幾つも衣装を持って走るスタイリスト、舞台裏では次の衣装に着替えるモデルの姿がある。そこはまさに戦場だった。

　茉莉奈の緊張も自然と高まっていく。これを成功させれば、クラレンスとの約束の半分が終わる。

「大丈夫。茉莉奈は頑張ったよ。俺の求めるモデルになった。自信を持って。勇気を振り絞って一歩、前へ踏み出すんだ」

　クラレンスがやわらかな声音で囁いてくる。彼の言葉は本当に魔法のようだと思った。緊張して硬くなっていた体が僅かにリラックスする。

　会場には神秘的でリズミカルなサウンドが流れていた。

『そして最後に登場するのは、フェアリーティアーズのイメージモデルを務める妖精！　ＭＡＲＩＮＡ！』

　ＭＣが茉莉奈の名前を呼ぶ。それと同時にクラレンスが練習のときと同じように、背中をポンと軽く押してくれた。一歩踏み出し袖幕から姿を見せ、堂々とランウェイを歩く。

　教えられた通りに、三六〇度全ての角度から見られているという意識。

　真っ直ぐ前を見て一定のリズムで歩く。

　そして自分を出し過ぎず、服をアピールする。

　視線、表情、指先まで、それらが服の存在を邪魔してはいけない。

　目の前にはたくさんの人の姿が見える。白いライトで目が眩みそうになるが、ランウェイの先端まで行き綺麗にターンした。

　大丈夫、できる、できている、と心の中で呪文のように唱えていた。

『それではフェアリーティアーズの生みの親、クラレンス・シェルウッド氏の登場です！』

　袖幕からクラレンスが姿を見せると拍手喝采が起き、これでもかとカメラのシャッターが切られる。茉莉奈は舞台の中央でクラレンスと合流した。そっと腰に腕を回されて、思わず彼を見上げてしまう。

　そこには誇らしげで嬉しそうで、自信に満ちたクラレンスの笑顔がある。右手を挙げて観客の拍手に応えていた。茉莉奈は腰を抱かれた状態で、今度はクラレンスとランウェイを歩いた。

　ショーは大成功だった。緊張していた茉莉奈だったが、笑って、とクラレンスに言われ、観客に向かってとびきりの笑顔を見せたのだった。
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「茉莉奈、体は平気？」

「はい……。一晩寝たらすっかり元気です」

「そうか。よかった」

　フェアリーティアーズのショーを終えた翌日、茉莉奈とクラレンスは車で横浜に向かっていた。今日はクラレンスの母親が所有する客船で、彼女が主催するパーティーに参加する予定だ。

（まさかショーの翌日になるとは思わなかったなぁ。昨日から緊張しっぱなしだよ）

　立て続けのイベントなので、心配したクラレンスに体調を確認された。倒れた経緯があるので気を遣われるのは仕方がないだろう。

　それよりも茉莉奈は、もっと他に話したいことがある。だが車内で運転手が聞いている中、その話題を持ち出すのは気が引けた。

「茉莉奈……その、先日の件なんだけど、強引にしてしまったのを謝りたい」

「えっ！」

「申し訳なかった……」

「え、あの……はい」

　まさか車内でその話を持ち出されるとは思っていなくて、茉莉奈は思わず俯いた。二人だけならまだしも、運転手には会話が聞こえているのだ。

「大人げないことをしたと思っている。茉莉奈は、嫌だっただろうと思う。嫌われても仕方がないね」

　確かに今までのクラレンスの行動からしたら、強引で少し乱暴だったと思う。全てが初めての茉莉奈にしてみれば、怖い部分もあったのは否めない。それでも後半の方は、快楽に飲まれて気持ちいい、と口にしたのも嘘ではない。だから謝罪をしてくるクラレンスに、どう返答していいのか困惑する。

「別に、嫌いにはなっていません。でも、その……恥ずかしかったです」

「うん。……ごめん。ちゃんと償いはするよ」

　話している間に、二人を乗せた車は横浜港に到着してしまった。クラレンスの言う「償い」とはなんなのか、考える間もなく車を降りる。そして彼にエスコートされながら、停泊している豪華客船に乗り込んだ。

　大きな客船を見るのも乗るのも初めてで、豪華な船内を見た茉莉奈は圧倒された。エントランスは四階まで吹き抜けになっており、どこもかしこもピカピカだ。海外のラグジュアリーホテルの内装そのままがそこにあった。とても船の中とは思えない。乗組員も上品で、マナーが行き届いているようだ。

　クラレンスにエスコートされ、三層吹き抜けのアトリウムにやってくる。そこはすでにパーティの準備がなされていた。他の乗客も茉莉奈たちと同じようにドレスアップしている。恐らくクラレンスと同じような富豪の人々なのだろう。

（こういう世界って、本当にあるんだ）

　テレビなどでしか知らなかった世界が目の前に広がっていた。クラレンスの腕に控えめに手を掛け、目に入る絢爛な光景を眺める。

　茉莉奈が着ている今日のドレスもクラレンスが選んだ。ワインレッドの大人っぽい色のワンピースで、胸元には幾つもの薔薇のコサージュが覆っている。ウエストは真紅の細いリボンで絞られ、ベースはグレーのシフォン生地で統一されていた。前後の裾の長さが違うフィッシュテールは茉莉奈の美しい足を演出している。大きく波打ったフレアスカートには適度な薔薇のコサージュが散らされていた。

　アトリウムを抜け、エレベーターで十一階まで上がる。船尾にあるグランドスイートの部屋に案内された。

「この部屋で、少し待っていて。俺は両親と少し話をしてくるよ。部屋の設備は自由に使っていいから」

「はい、分かりました」

　広い部屋に茉莉奈は一人残された。ペールオレンジに統一された壁紙やインテリアは上品で、とても落ち着ける空間だ。あちこちに胡蝶蘭が飾ってあり、この部屋のグレードが高いことが覗える。窓の向こうには青い海が見えて、茉莉奈の足は自然とそちらの方へと向かう。

　ベランダにはかわいらしいテーブルと椅子が置いてあり、茉莉奈はそこに腰掛け、もうすぐやってくるクラレンスとの別れを考えていた。

「今日で、終わりかなぁ」

　偽の婚約者としてクラレンスの両親を安心させれば、茉莉奈の任務はそこで終わる。母の療養も兼ねて屋敷での生活を許されているが、それもそう長くは続かないだろう。屋敷を出ればまた仕事を探し、母と二人での生活が始まり、以前と同じ茉莉奈に戻る。

「前の、私って……」

　少し前の自分はどんな感じだっただろうと考える。自信がなく人目を怖がり、地味で目立たなかった。それが今は、蛹さなぎから蝶に羽化するように生まれ変わった。

（私はこのまま、この気持ちを抱えたまま……また元に、戻る）

　茉莉奈の思考が立ち止まった。本当にそれでいいの？　と疑問符が頭を過ったのだ。

「これじゃ、今までと変わらない」

　見た目が綺麗になっても、人の目が怖くなくなっても、気持ちを伝える勇気がないままでは同じなのだ。それに気付いた茉莉奈はハッとして顔を上げる。

「茉莉奈、アトリウムへ行こう。両親が待ってるよ」

　背後からクラレンスの呼ぶ声が聞こえた。茉莉奈はすぐに反応できず、真っ直ぐ海を見つめていた。

「茉莉奈？」

　近くまでやってきたクラレンスがこちらを覗き込んでくる。それはいつもの美しい顔だった。

「……どうしたんだ？」

　茉莉奈はゆっくりと立ち上がった。唇を噛んだ茉莉奈は今にも泣き出しそうな顔で、驚いたままのクラレンスを見上げる。青い目が見開かれて、驚いた表情に変わっていく。

「教えて下さい……。クラレンスさんはどうして私をブランドモデルに選んだんですか？」

「え？　なに……？」

「あのとき、なぜ私にあんな、レッスンだと言って恥ずかしいことをしたんですか？　本当に婚約者になるためのレッスンだったんですか？　レッスンだったのなら、どうして謝ったりしたんですか？」

　涙声で、途切れそうになる言葉を必死に繋いだ。驚いた顔のクラレンスが、困惑したような難しい表情へ変わっていく。それでも茉莉奈は止めなかった。自信や勇気はクラレンスが教えてくれたのだ。

「茉莉奈……」

「私は、誰かの代わりですか？　クラレンスさんは私に接するとき、他の誰かを重ね合わせて話していたんですか？」

「茉莉奈、ちょっと待って」

「あの雨の日のことも……わす、れ……っ」

「茉莉奈！」

　肩を強く掴まれた。目の中に溜まっていった涙が、その衝撃でパンと弾け飛ぶ。陽の光がその涙をキラキラと輝かせた。

「落ち着いて、茉莉奈」

　クラレンスの声にハッとする。胸に溜めていたモヤモヤが一気に噴出してしまった。濡れた頬を慌てて手で拭い、どうしよう、と茉莉奈は狼狽する。

「ごめ、なさい……。私、なに言ってるんだろう。こんな、泣いちゃって……」

　メイクはやり直しだ。クラレンスの両親に会って、素敵な婚約者を演じなければいけないのに、それで終わってしまうと思うと、今になってあがいてしまう。

「謝る必要はない」

　クラレンスがそう言いながら、涙を手で拭う茉莉奈を抱きすくめる。驚いて息が止まった。

「クラ、レンス……さん？」

「全部、俺が悪い……」

　頭の上から苦しそうなクラレンスの声が聞こえた。なにがどう悪いのか、茉莉奈には分からない。

「茉莉奈には、偽の婚約者としてじゃなく、本当に……本当の婚約者になって欲しいと思っている」

「え……？　あの、それって、どういう……」

　クラレンスが茉莉奈の体をゆっくりと離す。両腕はまだ肩に置かれたままで、彼との距離は近い。全部話すよ、とばつが悪そうな顔でクラレンスが笑った。両肩に乗せられたクラレンスの腕が離れて行く。バルコニーのフェンスに凭れかかった彼が、どこか遠い目をしながら口を開いた。

「あの日の行為は、本当に……心から悪かったと思っているよ」

「私は、謝って欲しいなんて思っていないです」

「そうだな。茉莉奈は理由が知りたかったんだな」

　胸の前で腕を組んだクラレンスが小さく頷いた。彼の口からなにが語られるのか、茉莉奈は不安な思いで耳を傾ける。

「ランウェイの練習中、君の気が散っているようなウォーキングは目に余った。だが理由を聞いても頑なに話さない。まだ心を開いてくれていないのかと思うと、急に壁を作られたような気がして苛立った」

「本当に、それが理由ですか……？」

　心を開かなかったからと、子供じみた理由だったならがっかりだ。

「茉莉奈の俺に対する従順さは、全て契約があるからだと思うと急に苛立ちが抑えられなくなった。婚約者としてのレッスンをすると言って組み敷けば、本当の……素顔の茉莉奈が見られると思った。……最低な行為だったよ。謝ったのは、理由も言わずに強引にして怯えさせたからだ」

　契約を言い出したのは自分なのにね、とクラレンスが自嘲するように笑う。まさか彼がそんな気持ちでいたなんて想像もしなかった。契約で縛られていたのは本当だ。でもクラレンスの前で素顔をずっと隠していたわけではない。

「茉莉奈の素の顔を見たかった。真っ直ぐで純粋な君を好意的に思い、好きになっていた。だから自分に対する苛立ちも含まれていたんだ」

　泣きそうな顔で笑みを浮かべたクラレンスが、海風に靡く前髪を掻き上げた。

「茉莉奈は、自分が誰かの身代わりじゃないかと聞いたが、それはどういうこと？」

「あ……あの、私、夜中に車の音で目が覚めて……そのあと、クラレンスさんが誰かと話しているのを、勝手に聞いてしまって、ごめんなさい……」

　茉莉奈は体の前で手を合わせ、体を折って頭を下げる。

「ああ、ナターシャの代わりかって、そんな会話を聞いた？」

「……はい」

「まあ、勘違いするのも無理はないね」

　参った、とそんな表情を浮かべたクラレンスの顔に、スッと影が落ちる。そして彼はナターシャについて話し始めた。

　ナターシャは孤児で、母が慈善事業をしていたときに出会い、クラレンスの歳の離れた妹として家族に迎えられたという。褐色の肌と黒く長い髪、そして焦げ茶の瞳が魅力的な女の子だったらしい。天使のように愛らしい妹ができてクラレンスは喜んでいた。

　だがここ数年は体調を崩しがちで、食が細くなり痩せていくのを見ていられず病院へ連れて行ったらしい。だがそのときにはすでに手遅れだった。

「急性骨髄性白血病だった――。しかももう、末期でどうしようもなかったんだ」

「えっ……」

「ナターシャは明るく天真爛漫で素直で真っ直ぐな性格だった。茉莉奈と同じように綺麗な目をしていたよ」

「そうなんですね」

「そんなとき君と出会った。あの雨の日、茉莉奈は俺に傘をかざしてハンカチを貸してくれた。見上げた君の目は、ナターシャと同じようにやさしかった。……あの日は、ナターシャが亡くなってちょうど一年だったんだ」

　クラレンスがなにを思い出しているのかは想像に難くない。やさしく悲しげな瞳は、再び茉莉奈の涙を誘った。

「それと、公園で倒れている君を連れ帰ったのは偶然だよ。あの公園に行けばまた会えるかもしれないとは思ったけれど、まさか倒れているとは予想外だった」

　クラレンスがバルコニーのフェンスから体を離した。茉莉奈の頬をはらはらと落ちる涙に気付き、それをそっと指先で掬い上げてくれる。

「茉莉奈はやさしいね。前にもそうやって泣いてくれた。でも君とナターシャが似ているからって、代わりにしていたわけじゃないよ。確かに重ねていた部分はあるけど、君は君だ」

「クラレンスさん……」

「妹はライクだけれど、茉莉奈にラブを感じているんだ。だから――」

　クラレンスが茉莉奈の目の前で膝を折った。そっと手を取られ、指に唇を押しつけてくる。茉莉奈は驚き、思わず一歩後退さった。

「本当の婚約者になってくれないか？　茉莉奈の気持ちを聞かせて欲しい」

　これは夢だろうとかと茉莉奈は思っていた。クラレンスが目の前で跪き、茉莉奈の手を取って告白している。驚きすぎて固まってしまった。

「茉莉奈？　俺の声は聞こえている？　それとも俺に愛想を尽かせた？」

「えっ、あ、そんなっ、愛想を尽かせたなんて……」

「返事は、やはりノー？　完璧な王子様じゃないからね。これでは償いにはならないか」

　あはは……と苦笑いを浮かべて立ち上がったクラレンスが、茉莉奈の手を離そうとしたときだった。

「イエスです！　あの、お、驚いてしまって……すみません」

　茉莉奈の方からクラレンスの手をぎゅっと握り返す。今度はクラレンスが驚く番だった。

「本当に？」

「本当です……。私、クラレンスさんが好きです。この気持ちは言ってはだめだって思っていました」

「どうして？」

「だって、クラレンスさんと私とじゃ、とても……釣り合わないって思っていたから」

「釣り合わない？　なにが？」

　本当に意味が分からない、とそんな表情を浮かべてクラレンスが小首を傾げている。

「クラレンスさんは私と契約があるからやさしい言葉をくれていたのに、それを本気にして好きになるなんて、笑われると思ってました……」

「ははっ、そんなことを気にしてたの？　かわいいね、茉莉奈は」

　クラレンスにぎゅっと抱きしめられた。本当に悩んだのに、笑うなんてひどいと思う。だがクラレンスの温もりに包まれると、そんな抗議染みた気持ちもすぐに消えてしまった。

「人を好きになるのに隔たりなんていよ。ねえ、茉莉奈。もう一度、言ってくれる？」

「なにを、ですか？」

　クラレンスの腕が腰の辺りまで下りてきて、二人の間に自然と距離ができる。互いに見つめ合い、瞳の奥の気持ちを探り合った。

「クラレンスさんが、好きです」

「俺も茉莉奈が好きだよ」

　海風が二人の言葉を遠くへと運んでいく。そして自然に近づき唇が重なる。二人の口付けはさざ波だけが見ているようだった。
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　クラレンスと気持ちを通わせ合った茉莉奈は、アトリウムで開かれたパーティーで彼の両親と顔を合わせた。二人とも気さくでやさしく、茉莉奈とクラレンスの婚約を喜んでくれていた。クラレンスの母アデルに至っては、クラレンスと同じくらい日本語が堪能で驚いた。こんなにもいい人達に嘘を吐かずに済んでよかったと、茉莉奈はホッとする。やはり誰かを騙すのは忍びない。

「茉莉奈、大丈夫？」

　アトリウムでのパーティーでたくさんの人と話をした茉莉奈は、かなり気疲れしていた。前日の疲れも重なっているのだろう。部屋に戻るのにも、腰に手を添えてもらわないと足元がふらつく。

「ごめんなさい。体力は付いたと思っていたんですけど……」

「いいさ。俺が傍にいるんだから。ほら、部屋に着いた」

　クラレンスが部屋の扉を開けてくれた。安堵のため息を吐くと、茉莉奈はクラレンスに手を引かれてベッドの前まで連れて来られる。

「クラレンスさん？」

「やはり……疲れているかな？」

　彼がなにをしたがっているのか、なんとなく分かる。茉莉奈の手を右手で握り、左手は細い腰に回っていた。

「……平気、です。でもその……初めてなので、やさしく、してください」

　頬を赤くしながら俯き、消え入りそうな声で返事をした。クラレンスがどんな目でこちらを見ていたのかは分からない。彼の左手がそっと茉莉奈の背中に回る。じわじわとファスナーを下げられると、茉莉奈の鼓動は反比例するようにトクトクと速くなった。

「緊張しなくていいよ。無理はさせない。ちゃんと、よくしてあげる」

　髪にキスをされた。胸が苦しいほどきゅうっとなり、クラレンスを好きだなぁと改めて思う。

　丁寧にドレスを脱がされて、まるで姫のように扱われた茉莉奈は、一糸まとわぬ姿でベッドの上に乗せられていた。クラレンスがシャツを脱いで床に落とすのを見ると、茉莉奈の緊張はさらに高まる。

（あのときとは違う。私、今日は……）

　ベッドシーツを引っ張りそれで体を隠し、立て膝を作ってその間に顔を伏せる。そのときベッドが揺れた。

「茉莉奈、ほら、隠さないで」

「だ、だって……恥ずかしい、です」

「そういう恥じらいもかわいいね」

　クラレンスがまた髪にキスをする。茉莉奈はおずおずと顔を上げると、上半身裸になったクラレンスが、目の前に胡座をかいて座り微笑んでいた。

「怖い？」

「……少し、だけ」

「そう。じゃあ、前のときはかなり怖がらせたね」

　ゆっくりとシーツを剥ぎ取られる。露わになった体にクラレンスの視線が纏わり付いた。それだけでピリピリとした刺激を感じてしまう。

「あのときは、少しだけ怖かったです。でも……」

「……でも、なに？」

「あの、き、気持ちよくて……その、私――変な声とか……きゃっ！」

　手首を掴まれ力強く引っ張られた。茉莉奈の体はクラレンスの胸で受け止められる。

「はぁ……どうしよう、理性的に抱けるか不安になってきた」

　寝そべったクラレンスの上に体を乗せた状態の茉莉奈は、驚いて顔を上げた。クラレンスの手が茉莉奈の顔を包み、彼は愛しげに見つめてくる。

「え……ぁ、んんっ」

　噛み付くようなキスにビクンと肩を揺らしたが、すぐに甘い口付けに夢中になった。すぐに口腔へ舌が入ってくる。ゆるゆると茉莉奈の口の中でそれが動き回り、歯列をなぞり口蓋を舐められた。そこを愛撫されると、なぜか腰が跳ねる。

（え……なに、これ。気持ちいい……キス）

　再び口蓋を舌先で突かれ、腰の辺りにジンと痺れが広がった。それを知ってか知らずか、クラレンスはそこばかりを攻めてくる。

　背中に回された手は、背筋を撫でながらするすると下へ移動していく。二つの膨らみに辿り着いて、それをやんわりと揉まれる。

「うっ……ん、はぁ……あっ」

「その声は変じゃないよ。俺の手の中でもっとかわいく囀って」

　茉莉奈を抱いたまま、クラレンスは器用に体の上下を入れ替える。背中には冷たいシーツの感触があった。見上げる彼の顔は、あのときの嵐のような荒々しいものではない。

「茉莉奈……」

　再び唇を重ねる。下唇を甘く噛まれ、羞恥で縮こまった茉莉奈の舌を絡め取って擦り合わせてきた。クラレンスのキスは気持ちがよくて、いつまでもしていたくなる。

　その間にじっとしていないクラレンスの手が、茉莉奈の胸の膨らみを包み込んできた。やんわりと揉まれ、尖って硬くなった胸の先をきゅっと摘ままれる。

「あんっ！」

「ここを触ると、かわいい声が出る。敏感だね」

　胸の先を摘まんだままクリクリと指の腹で転がされる。茉莉奈の体は不規則に震え、クラレンスが与える刺激に反応していた。

「かわいい茉莉奈」

　鎖骨に口づけられ、それだけで吐息が乱れる。ゆっくりとクラレンスの唇が肌を滑り、尖って痛い胸の先に辿り着いた。ゆっくりねっとりと舐められて、そこは唾液でしとどに濡らされる。

「はぁ……は、あっ……」

　欲張りな子供のように、左右を交互に舐められる。またあの絶頂を味わうのかと想像するだけで、まだ触れられてもいない秘所がじわっと熱を帯びた。

　クラレンスは執拗に茉莉奈の胸を弄り回す。強く吸っていやらしい音をわざと聞かせてくる。舌先で乳首を捏ねくり回し、茉莉奈の反応を上目遣いに探ってきた。

（恥ずかしい……。こんなに胸ばかり、弄られるなんて）

　むず痒い感覚からジンジンと痺れるような感じがしてくる。吸われていない方の胸の先が、真っ赤に色付いているのが見えた。しかも乳暈からぷっくりと膨れ上がり、さらにクラレンスの唾液に濡らされて光っている。

（な、なんてやらしいの……）

　自分の胸がこんな風になるなんて信じられなかった。敏感になった胸先は少しの刺激で茉莉奈に淫靡な声を上げさせる。我慢など出来たものではない。

「やぁ……あっ、こんな……恥ずかしい……あっ」

「どうして？　綺麗だよ。茉莉奈の体はどこも綺麗だ。でもここは、俺が形を変えたかな」

　指先で尖りをピンと弾かれた。きゃうっ、と子犬のような悲鳴が上がる。それを聞いたクラレンスは愛しげな視線で見下ろしてきて、茉莉奈の両膝の裏へ手を差し入れてくる。

「なに……あっ！」

　大きく足を開かされて、足の間にクラレンスが顔を埋めるのが見えた。

「だ、だめですっ！　そこは……ぁ、は、ああぁっ！　やぁ、だ、め……ひっ！」

　くちゅっと淫靡な音が聞こえて、耳の先まで羞恥の熱が籠もる。秘所が濡れているのは茉莉奈が一番よく分かっていた。

　キスをされたときから、胸を弄られたときから、快楽の全てがそこに集中し切なく疼いていたのだ。

「だめじゃないだろう？　ここは俺を誘っているようだし」

「そん、そんな……ああぁっ」

　敏感な肉芽を舐められた。そんなところを舐めるなんて信じられなかった。クラレンスのあの綺麗な唇が、自分の秘裂に舌を這わすなんて。

　だがそんな気持ちは数秒後にどこかへ霧散する。肉芽をしゃぶられて、そこからあふれる快感に抗えなかったのだ。腰の奥から湧き上がる熱と、痺れるような刺激は背筋を這い上がり、茉莉奈の頭の中をぐちゃぐちゃにした。

「も、や……、もう、しな、いで……あんっ……ぁ、ああっ、それ、ああ、気持ちい……」

「いやなのに、気持ちいいの？　わがままだね」

　クラレンスが低い声でクツクツと笑った。茉莉奈も自分でなにを言っているか分からなかった。恥ずかしいと気持ちいいが交互にやってくるのだ。体は即座に反応し、気持ちは羞恥でいっぱい。もうパニックである。

「じゃあ、こうしたらどうなるかな？」

　秘裂を指で広げられ、その真ん中をクラレンスの指が何度も往復する。もうなにをされるか分かっていた。あのときにされた行為だ。訳が分からなくなってしまうアレだ。

「あ、や……それは、だ、だめ……」

「本当に？　ここだけでも気持ちいいって言ってたけど、こっちの方がいいよ？」

　ピンと肉芽を弾かれて、茉莉奈の腰がビクンと跳ね上がった。今日のクラレンスは意地悪だ。だめだと言っても、クラレンスは止めてくれない。

　巧みに動く指は秘裂を何度も往復する。そこはぐっしょりと濡れていて、茉莉奈にも聞こえるくらいの水音がしていた。まるで愛液を指に塗るような動きを見せ、秘裂を広げたそこに指を押し当ててくる。じわっと指が入ってきて、茉莉奈は息を詰めた。

「あ！　うっ……あっ！」

「ちゃんと広げて解しておこうね。今度はこの指よりも太いものが入るんだから」

　クラレンスが茉莉奈の秘所を凝視しながら囁く。くちゅくちゅと指が出入りして、肉筒を撫で上げる。

「ひっ！　あんっ……！　そこ、や、……だぁっ！」

　そこは茉莉奈がおかしくなった場所だ。再び執拗に撫で回されて、おかしな言葉を言わされるのか、そう思っていた。だが彼の指は微妙にポイントを外してくる。

（え、なんで……？　そこ、じゃない）

　茉莉奈はもっと確実な快楽が欲しくなって、くねくねと腰を動かした。それなのにクラレンスは気持ちのいい場所を引っ掻いてくれない。

「クラレンス……さん」

「ん？　なに？」

「そこじゃ……なくて……、その」

「うん？」

　とぼけた顔で小首を傾げてくる。その間にも、もどかしさはどんどん腰の奥に溜まっていく。早くそれを散らせたい。目の前が真っ白になるようなあの絶頂を味わいたい。それなのに……。

「うぅっ……」

「泣かないで茉莉奈。今日は一緒にイキたいんだ。ね？」

　瞳に涙をいっぱいに溜めた茉莉奈は、コクンと小さく頷いた。クラレンスが下着を取り払うと、そこから凶暴な怒張が現れる。ベッドサイドの引き出しから避妊具を取り出し、手早く装着した彼は、満足げに茉莉奈を見下ろす。

「一緒にいこうね」

　再び足を抱えられ、クラレンスの腰が茉莉奈の足の間に近づけられる。秘所は十分に濡れていて、クラレンスの楔を上手に飲み込んでいく。

「ひ……っ、あ、ぁあっ……ん、んっ……」

　茉莉奈の肉筒は初めての雄を受け入れていた。大きな怒張は狭道を押し広げ、奥へ奥へと這い入ってくる。愛液で十分に濡れたそこは、さほどの抵抗もない。

「痛くない？」

「だ、大丈夫……です。……あぁあっ！」

　感じるポイントを熱塊で擦られると、強烈な快感が背中を駆け上がってきた。思わず大きな声が出てしまうが、もう構っていられない。

「茉莉奈の中は……狭いな。でも温かくて安心する」

「ここ、クラレンスさんで……いっぱい。初めてだけど、大丈夫ですから……」

　好きにしてもいいよ、とそんな気持ちで声をかけた。クラレンスは僅かに頬を上気させ、両目を細めてこちらを見つめている。茉莉奈の体に自分の上半身を重ね合わせ、茉莉奈の言葉に応えるようにキスをしてくる。

「乱暴にはしない。大切にする。だから俺をもっと感じて」

　気遣って挿入していたそれを、クラレンスはさらに最奥へと押し入ってくる。

「ああっ！　あ、あ、……ぁ」

　ズズッと最奥まで挿入され、下腹部がさらに熱でいっぱいになった。これだけでも満たされ幸せなのに、まだ先があるのかとうっとりする。

「動くよ、茉莉奈」

　潤んだ瞳でクラレンスを見上げ、茉莉奈は小さく頷いた。

「ふ、あぁっ！」

　下腹部を支配している熱が動くと、得も言われぬ快感が広がった。初めては痛いと聞くが、そんな気配は全くない。それどころか腰骨が痺れるような気持ちよさに蕩けそうになってしまった。

「や、ああっ、ああ……んっ」

　ゆるゆるとクラレンスの腰が規則的に動き始める。彼の切っ先がずんずんと最奥を突いてきた。指でされたときとは全く違う快感に身もだえ、体を大きく波打たせてしまう。

「かわいい声だな。もっと啼いて」

　クラレンスが腰を押しつけて回すので、同時に肉芽も擦れてたまらなかった。

「ああっ、や、やっ……そこ、すご……いっ、あっ、あっ、あっ、ああっ！」

　声などもう抑えられない。クラレンスが腰を使う度に、茉莉奈の口から艶めいた喘ぎが漏れる。体を揺らされ、肉筒を何度も擦られて茉莉奈は追い詰められていく。

（セックスって、こんなにすごいの……？　こんなに、気持ちいい……）

　だがそんな風に考える余裕はあっという間に消えて行った。クラレンスの背中に腕を回し、飛び上がりそうになる体を繋ぎ止める。

「茉莉奈、気持ちいい？　ここ……突くとすごく締まる」

「うぁ……っ、ああっ、あっ、あっ、気持ちい、い、いいっ……ああ、はぁ、あん！　そこ、しな、で……いやあぁ、や、気持ちいいの、きちゃう……っ」

　喘ぎながら何度も気持ちいいと口にして、体はクラレンスが与える快楽でトロトロに蕩けていた。抽挿は徐々に速くなり、茉莉奈はますます訳が分からなくなっていく。

　ぐちゅぐちゅと淫音をたて、クラレンスの腰は茉莉奈の内股をパンパンと小気味いい音を上げていた。肉棒の抽挿は激しくなっていき、茉莉奈の視界はこれでもかと揺さぶられた。

「もう、おかしくな、る……や、ああっ、だめ、あって、だめ、だめぇ……っ」
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「く……っ、締まる。茉莉奈、一緒にイこう」

　クラレンスの追い上げるようなピストンに、腰の奥に溜まっていた快感がさらに膨らんだ。体内でなにかが爆発する、そう思ったとき、茉莉奈は喜悦の極みに押し上げられる。

「あっ、あっ、……あああっ！」

　達した瞬間、低く唸ったクラレンスが最奥に切っ先を押し当て、そのまま動きを止めた。茉莉奈の目の前がぱぁっと白くなり、なにも考えられない。

　快楽が全身を駆け巡り、痺れて、震えて、茉莉奈の肉筒がビクビクと痙攣する。

　こんなにも苛烈な快感は知らない。

　肉芽を指で弄られたときより、中を撫で回されたときより、もっともっと大きくて深くて濃いものだった。

「ああ……愛してるよ。茉莉奈」

　狭道でまだクラレンスの熱塊は精を吐き出している。理性の膜の向こうにその熱を感じながら、茉莉奈は幸福感に満たされていた。呼吸を乱しながらクラレンスを見上げて微笑むと、その唇にキスを落とされる。甘く幸せな時間だった。
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　茉莉奈はクラレンスと正式に婚約した。屋敷の暖炉の上には、たくさんの写真がフレームに入って並んでいる。その中にはクラレンスの家族写真やバカンスのときに撮られたものがあった。

「あ、これ……」

　茉莉奈は南の島で撮影された写真を手に取った。ストレートの黒髪と同じ色の瞳をした十二、三歳の少女が写っている。褐色の肌は健康的で、波打ち際ではしゃいでいるその瞬間を切り取ったようだった。

「ナターシャだよ」

　背後からクラレンスの声がする。肩を抱き寄せられ、二人で一緒にその写真を眺めた。

「あの雨の日、君に出会えてよかった。きっとナターシャが会わせてくれたんだ」

「クラレンスさん……」

　茉莉奈の肩を抱くクラレンスの手に力が入る。彼の肩に頭を預け、肩に乗せられたクラレンスの手を握る。

「ナターシャのお話、聞かせてくれますか？」

　静かにそう問いかけると、少し間があったものの、いいよと返事をくれた。

　こんなにも人生を変えてくれたクラレンスに、どれだけ感謝の言葉を贈っても足りないと感じている。

　茉莉奈はクラレンスの手を取って向かい合う。

　やさしく慈しむような眼差しを向けてくれる彼に、精一杯の背伸びをしてキスをしたのだった。
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